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はは じじ めめ にに

平成１２年度から始まった小中学校の「総合的な学習の時間」において、川

を題材とした学習に取り組む小中学校に対し、岐阜県河川課及び砂防課では、

平成１４年度から支援を行ってきました。

平成２２年６月には、全国で初めて河川を舞台として「第３０回全国豊かな

海づくり大会～ぎふ長良川大会～」を開催し、川上から川下までの森、川、海

を一体とした本県の取組みを全国に発信し、水環境の保全に対する県民の意識

がより一層高まったところです。

この様な背景の中、平成２２年度は、次代を担う子供たちにも川への関心を

高めてもらうため、身近な川とふれ合う機会の提供の場として、川を題材とし

た「総合的な学習の時間」の拡充に積極的に取り組んできました。

なお、この冊子は、平成２２年度に各土木事務所でお手伝いをさせていただ

いた活動事例を紹介させていただくものです。子供たちの環境学習を進められ

る方々に参考としていただければ幸いです。

平成２３年３月

岐阜県県土整備部河川課長 堂薗 俊多

砂防課長 鈴木 猛
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岐阜県河川課では、次代を担う子供たちに川を題材として身近な環境を体感し

てもらう、また、私達の暮らしを守る川の役割を知ってもらうことによって、未

来の地球環境や水害軽減のための取り組みのあり方を考えるパートナーを育も

うと、平成１４年度より、川を題材とした「総合的な学習の時間」に取り組まれ

ている学校への支援を積極的に行ってきました。

平成１３年度

岐阜県内で河川や水辺を利用した自然学習を実践している代表校の先生や関

係市町村役場職員、有識者、河川管理者等で「川を利用した自然学習懇談会～教

育関係者と河川管理者の実務担当者懇談会～」を開催し、自然学習の結果報告や

今後の教育連携のあり方について意見交換し、課題や問題点をまとめ、今後の自

然学習を広める方策を検討しました。

平成１４年度

学校への支援活動は、８建設事務所、１６市町村、小中学校１９校、２０学年、

実施人数 1,000余名、実施回数４４回の支援を行いました。また、８月には指導

者のための河川水質調査研修会、３月には「ぎふ発子供たちによる川のフォーラ

ム２００３～これでわたしも川博士～」を開催しました。

平成１５年度

学校への支援活動は、１０建設事務所、１７市町村、小学校２２校、２３学年、

実施人数 1,110名、実施回数４８回の支援を行いました。また、７月には県主催

の河川環境メッセにおいて、子供たちの日頃の川に関する取り組みについてのパ

ネル展示や、関連イベントとして、「川の自然観察会」を行いました。

１）これまでの支援活動の経緯

支 援 活 動 事 例
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平成１６年度

学校への支援活動は、１０建設事務所、１７市町、小中学校１８校、２６学年、

実施人数約 1,700名、実施回数３５回の支援を行いました。また、７月には県主

催の河川環境メッセにおいて、子供たちの日頃の川に関する取り組みについての

パネル展示を行いました。

平成１７年度

学校への支援活動は、１１建設事務所、１７市町、小中学校２２校、２７学年、

実施人数約 1,680名、実施回数３５回の支援を行いました。また、７月には県主

催の河川環境メッセにおいて、子供たちの日頃の川に関する取り組みについての

パネル展示や、環境学習を実施している小学校による学習発表会を行いました。

平成１８年度

学校への支援活動は、１０土木事務所、１８市町、小中学校３１校、３３学年、

実施人数約 2,050名、実施回数３９回の支援を行いました。また、７月には県主

催の河川環境メッセにおいて、子供たちの日頃の川に関する取り組みについての

パネル展示や、環境学習を実施している小学校による学習発表会を行いました。

※ 砂防課所管分も合算。

【内訳】河川課所管分 17 市町、小中学校 27 校、29 学年、実施人数約 1,960 名、実施回数 35 回

砂防課所管分 4 市町、小中学校４校、４学年、実施人数約 90 名、実施回数 4 回

平成１９年度

学校への支援活動は、１１土木事務所、１９市町、小中学校４０校、４６学年、

実施人数約 2,460名、実施回数５４回の支援を行いました。また、８月～１１月

には県主催の自然共生パネル展において、子供たちの日頃の川に関する取り組み

についてのパネル展示を行いました。

※砂防課所管分も合算。

【内訳】河川砂防課合同分 6 市町、小中学校 9 校、10 学年、実施人数約 860 名、実施回数 15 回

河川課所管分 15 市町、小中学校 27 校、32 学年、実施人数約 1,490 名、実施回数 34 回

砂防課所管分 4 市町、小中学校４校、 4 学年、実施人数約 110 名、実施回数５回
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平成２０年度

学校への支援活動は、１１土木事務所、２１市町、小中学校３９校、４１学年、

実施人数約 2,650名、実施回数４８回の支援を行いました。

※砂防課所管分も合算。

【内訳】河川課砂防課合同分 ４市町、小中学校４校、４学年、実施人数約 620 名、実施回数 9 回

河川課所管分 15 市町、小中学校 28 校、30 学年、実施人数約 1,550 名、実施回数 32 回

砂防課所管分 6 市町、小中学校 7 校、 7 学年、実施人数約 300 名、実施回数 7 回

平成２１年度

学校への支援活動は、１１土木事務所、２０市町、小中学校４６校、５１学年、

実施人数約 2,940名、実施回数５６回の支援を行いました。

※砂防課所管分も合算。

【内訳】河川砂防課合同分 5 市町、小中学校 8 校、10 学年、実施人数約 640 名、実施回数 14 回

河川課所管分 14 市町、小中学校 32 校、30 学年、実施人数約 2,020 名、実施回数 36 回

砂防課所管分 6 市町村、小中学校 6 校、 9 学年、実施人数約 290 名、実施回数 6 回

平成２２年度

学校への支援活動は、１１土木事務所、１８市町、小中学校４４校、５１学年、

実施人数約 2,790名、実施回数５９回の支援を行いました。

※砂防課所管分も合算。

【内訳】河川砂防課合同分 3 市、小中学校 9 校、18 学年、実施人数約 230 名、実施回数 8 回

河川課所管分 15 市町、小中学校 32 校、30 学年、実施人数約 2,460 名、実施回数 47 回

砂防課所管分 4 市町、小中学校 4 校、 4 学年、実施人数約 110 名、実施回数 4 回

（参考）H22 支援校一覧
山県市立

高富小学校

４

回

水門川の

川底学習会

１

回

関市立

上之保中学校

１

回

美濃市立

牧谷小学校

２

回

多治見市立

池田小学校

１

回

下呂市立

中原小学校

１

回

高山市立

北小学校

１

回

羽島市立

小熊小学校

１

回

養老町立

上多度小学校

１

回

関市立

上之保小学校

２

回

美濃市立

中有知小学校

２

回

瑞浪市立

土岐小学校

２

回

下呂市立

菅田小学校

１

回

飛騨市立

古川西小学校

７

回

岐阜市立

長森南中学校

１

回

池田町立

八幡小学校

１

回

関市立

下有知中学校

１

回

美濃市立

藍見小学校

２

回

瑞浪市立

釜戸小学校

１

回

下呂市立

尾崎小学校

１

回

山県市立

桜尾小学校

１

回

揖斐川町立

谷汲中学校

１

回

関市立

博愛小学校

１

回

郡上市立

明宝小学校

１

回

多治見市立

市之倉小学校

１

回

下呂市立

馬瀬小学校 １

回大垣市立

興文中学校 １

回

大垣市立

綾里小学校

１

回

関市立

富野小学校

１

回

七宗町立

神渕小学校

２

回

恵那市立

岩邑小学校

２

回

下呂市立

馬瀬中学校

大垣市立

上石津中学校

関市立

武芸小学校

１

回

関市立

安桜小学校

１

回

瑞浪市立

瑞浪小学校

２

回

恵那市立

中野方小学校

１

回

高山市立

清見小学校

１

回

海津市立

下多度小学校

１

回

関市立

金竜小学校

１

回

関市立

洞戸小学校

１

回

多治見市立

根本小学校

１

回

下呂市立

小坂小学校

１

回

高山市立

南小学校

１

回
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事務所 No. 支援校名
H21~ 
継続校 分類 支援内容 実施時期・対象

岐阜

１ 山県市立高富小学校 ○
治水

環境

石田川の昔と今、生物調査、水

質調査、災害図上訓練

6 月、 9 月、 11月・

4 年生

２ 羽島市立小熊小学校 ○ 治水
低地の人々の暮らし 水屋・輪

中堤、水防倉庫に関する説明
11 月・4 年生

３ 岐阜市立長森南中学校 ○ 環境 境川の生物調査 9 月・1 年生

４ 山県市立桜尾小学校 砂防
砂防・土砂災害について学ぶ

土石流の模型実験、えん堤見学
11 月・5 年生

大垣

５
大垣市立興文中学校

大垣市立上石津中学校
環境 牧田川の生物調査 5 月・1 年生

６ 海津市立下多度小学校 ○ 環境 津屋川のゴミ拾いと生物調査 6 月・3 年生

７ 水門川の川底学習会 ○ 環境 水門川のゴミ拾いと生物調査
7 月・保育園～6

年生

８ 養老町立上多度小学校 ○ 砂防
砂防・土砂災害について学ぶ

土石流の模型実験、えん堤見学
10 月・4 年生

揖斐

９ 池田町立八幡小学校 ○ 環境 杭瀬川の生物調査、水質調査 6 月・4 年生

１０ 揖斐川町立谷汲中学校 環境 管瀬川の生物調査、水質調査 11 月・1 年生

１１ 大垣市立綾里小学校 砂防
杭瀬川上流の生物調査、砂防ダ

ム見学、土石流の模型実験
11 月・3 年生

美濃

１２ 関市立武芸小学校 環境 武儀川カワゲラウォッチング 7 月・3 年生

１３ 関市立金竜小学校 ○ 環境 津保川カワゲラウオッチング 6 月・4 年生

１４ 関市立上之保中学校 環境 津保川水質調査 6 月・1 年生

１５ 関市立上之保小学校 ○ 環境
津保川カワゲラウォッチング、

水質調査
6 月、7 月・4 年生

１６ 関市立下有知中学校 環境 寺田川の生物調査 7 月・1 年生

１７ 関市立博愛小学校 環境
武儀川カワゲラウォッチング、

水質調査
6 月・5 年生

１８ 関市立富野小学校 ○ 環境 小野川カワゲラウオッチング 10 月・5 年生

１９ 関市立安桜小学校 ○ 環境 関川の水質調査 7 月・4 年生

２０ 関市立洞戸小学校 ○ 環境 板取川カワゲラウオッチング 6 月・4 年生

２１ 美濃市立牧谷小学校 ○
環境

砂防

板取川カワゲラウオッチング、

土砂災害や対策工の紹介
5 月、9 月・5 年生

２２ 美濃市立中有知小学校 ○ 環境
小俣川カワゲラウオッチング、

水質調査
6 月、7 月・4 年生

２）平成２２年度 支援活動一覧表
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事務所 No. 支援校名
H21~ 
継続校 分類 支援内容 実施時期・対象

美濃 ２３ 美濃市立藍見小学校 ○ 環境
渡来川カワゲラウォッチング、

水質調査
6 月・4 年生

郡上 ２４ 郡上市立明宝小学校 ○
環境

砂防
砂防えん堤、魚道の役割の学習 9 月・4 年生

可茂 ２５ 七宗町立神渕小学校 ○ 環境
神渕川カワゲラウオッチング

水質調査
6 月・4 年生

多治見

２６ 瑞浪市立瑞浪小学校 ○
治水

環境

自然災害や川の施設について説

明、万尺川の生物調査

9 月、10 月・5 年

生

２７ 多治見市立根本小学校 ○
治水

環境

河川砂防施設の必要性について

説明、大原川の生物調査
10 月・4 年生

２８ 多治見市立池田小学校
治水

環境

自然災害や川の施設について説

明、大原川の生物調査
10 月・4 年生

恵那

２９ 恵那市立岩邑小学校 ○
治水

環境

岩村ダム見学

岩村川カワゲラウオッチング
6 月、7 月・4 年生

３０ 恵那市立中野方小学校 ○ 治水 中野方ダム見学 6 月・4 年生

下呂

３１ 下呂市立小坂小学校 ○
環境

砂防

小坂・大洞川カワゲラウオッチ

ング、砂防事業説明
7 月・4 年生

３２ 下呂市立中原小学校
環境

砂防

門和佐川カワゲラウオッチン

グ、砂防事業説明
7 月・4 年生

３３ 下呂市立菅田小学校 ○
環境

砂防

菅田川カワゲラウオッチング、

砂防事業説明
7 月・5～6 年生

３４ 下呂市立尾崎小学校 ○
環境

砂防

山之口川カワゲラウオッチン

グ、砂防事業説明
6 月・4 年生

３５
下呂市立馬瀬小学校

下呂市立馬瀬中学校

環境

砂防

馬瀬川カワゲラウオッチング、

砂防事業説明

7 月・小学 1 年生

～中学 3 年生

高山

３６ 高山市立清見小学校 ○
環境

砂防

川上川カワゲラウオッチング、

土砂災害について説明
7 月・3～4 年生

３７ 高山市立南小学校 ○
環境

砂防

苔川カワゲラウオッチング、河

川の危険について説明
7 月・4 年生

３８ 高山市立北小学校
治水

環境

宮川カワゲラウオッチング、河

川の危険について説明
7 月・4 年生

古川 ３９ 飛騨市立古川西小学校 ○ 環境
宮川カワゲラウオッチング、水

質調査、ヒメシロチョウ観察

7 月、 9 月、 10月・

4 年生
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報 告 様 式 ① 土木事務所名 （ 岐阜 土木事務所 ）

土木事務所担当者名 藤井 忠直・平田 雄一郎 内線 334

支 援 学 校 名 山県市立高富小学校 Tel． 0581-22-1066

担 当 教 員 名 東海先生、河合先生

対 象 学 年 4年生 67名

年月 タイムテーブル 学校以外の連携機関

22/ 4

5

6

7

8

9

10

11

12

23/1

2

3

5月6日（木）

高富小学校より総合学習への協力依頼

6月18日（金）(11:00～12:00)、23日(水)（10:30～11:30）

学習場所：山県市立高富小学校教室

テーマ：「河川改修と環境」

学習内容：①河川改修工事の是非

②石田川の昔と今

③環境に配慮した河川改修

【機関・団体名】

【連携内容】



7

報 告 様 式 ② 土木事務所名 （ 岐阜 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 氏 名 藤井忠直・平田雄一郎 内 線 334

支援校名 山県市立高富小学校 担当教員名 東海先生、河合先生 対象学年 4年生

【事例概要】

6月18日（金）（11:00～12:00）、

23日(水)（10:30～11:30）

学習場所：山県市立高富小学校教室

テーマ：「河川改修と環境」

学習内容：①河川改修工事の是非

②石田川の昔と今

③環境に配慮した河川改修

【工夫した点、苦労した点】

・毎回であるが、子どもたちにいかに分かりやすい言葉で

話をするかが苦労した。

・学校側で事前に河川改修などの説明をしていただいたお

かげで、スムーズに進めることができた。

【子供達の反応】（先生からの意見）

河川改修工事について、どのような経緯で河川改修工事

が行われたかや、生き物を守りながら行われる最近の工

事について知り、生き物と人間の共生の一つのありかたに

ついて考えることができた。

【学校関係者からの意見】

水害でどのような被害があったかを子どもたちに分かり

やすく話していただき、改修工事の必要性を感じることが

できた。また、最近は、生き物を守りながら工事が行われ

ていることを知り、喜んでいた。洪水対策と生命の保護と

いう二つの観点から話をしていただき、人間と生命の共生

のありかたを考えることができた。

【今後の課題・課題への提案】

今後の水棲生物の調査等でも、連携を図っていきたい。

また、ハード対策による水害対策だけでなく、親子による

洪水ハザードマップを活用した図上訓練などのソフト対策

を実施し、防災教育へと導きたい。

【担当者として得たもの】

･子供達の率直な意見（河川の環境をよくしたい思いや人

命・生活をまもるために河川工事が必要）を聞き、子供達

の将来のためにも、河川工事の進め方について改めて

考えさせられた。

「石田川のたんけん」

石田川の現在と昔の状況について、子供たちによる観

察や長寿会へのインタビューにより把握

「石田川の昔と今」

航空写真などを使用し、昔と今の違いや、現在の環境

に配慮した改修方法などをパワーポイントで説明。

「意見発表」

石田川改修工事に対する子供たちの活発な質問や意

見発表。
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報 告 様 式 ③ 土木事務所名 （ 岐阜 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 氏 名 藤井忠直・平田雄一郎 内 線 334

支援校名 山県市立高富小学校 担当教員名 東海先生、河合先生 対象学年 4年生

【総合的な学習の時間を終えた児童の感想（主なものを抜粋）】

・私は、人間の命も魚の命も助かってほしかったから、土木事務所の方の話を聞いて、工事をしても100パーセントじゃ

ないけど、魚たちは助かるらしいのですごくうれしかったです。河川改修工事をする前の石田川は、大雨が降ると水

が家の中まで入ることがあって大変そうでした。河川改修工事をして、洪水による被害が少なくなったので、よかった

です。

・私は、生き物がすめなくなってしまうので、河川改修工事について大反対だったけど土木事務所の方の話を聞いた

ら、工事をしたのもしかたがないなと思いました。

・改修工事をやってホタルや他の生き物が少なくなってしまったけれど、最近では魚のかくれがを作ったり、土を入れた

りして生き物のことを考えているのでいいなあと思いました。

・私は、改修工事をするのは、悪いと思ったけれど、人の命を守るために工事が行われたので、そのことはいいことだ

と思いました。今は、工事をするときに、生き物を引越しさせているので、いいと思いました。

・洪水による被害で、本当に苦しんでいる人がいることがよくわかりました。改修工事を行ったのは仕方がないことだと

思いました。改修工事をしてもらってありがたいと思いました。

・お話を聞く前は、生き物が少なくなるから工事を行うことはよくないことだと思っていたけれど、改修工事は人の命を守

るために行われたので、仕方がないと思いました。最近は、生き物のことを考えて工事をしているのでよかったです。

・人の命もまもっていたし、生き物もまもっていたので、昔の石田川をよく知っているおじいちゃんやおばあちゃんに伝

えたくなりました。生き物のことも考えて工事が行われているので、うれしくなりました。

・僕は、魚の命を100％守れないけれど、洪水により人に被害をあたえる数が少なくなったので、河川改修工事をやっ

てよかったと思いました。
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報 告 様 式 ① 土木事務所名 （ 岐阜 土木事務所 ）

土木事務所担当者名 藤井 忠直・平田 雄一郎 内線 334

支 援 学 校 名 山県市立高富小学校 Tel． 0581-22-1066

担 当 教 員 名 東海先生、河合先生

対 象 学 年 4年生 67名

年月 タイムテーブル 学校以外の連携機関

22/ 4

5

6

7

8

9

10

11

12

23/1

2

3

6月18日（金）午前 10:30

総合学習への支援依頼

9月15日（水）(9:00～15:00)

学習場所：石田川公園及び山県市立高富小学校理科室

テーマ：「河川環境」

学習内容：①生き物調査

②水質調査

③「海を育む飛山濃水・ぎふ」DVD視聴

【機関・団体名】

どろんこ探検隊

寺町 茂

【連携内容】

生き物調査
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報 告 様 式 ② 土木事務所名 （ 岐阜 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 氏 名 藤井忠直・平田雄一郎 内 線 334

支援校名 山県市立高富小学校 担当教員名 東海先生、河合先生 対象学年 4年生

【事例概要】

9月15日（水）(9:00～15:00)

学習場所：石田川公園及び山県市立高富小学校理科室

テーマ：「河川環境」

学習内容：①生き物調査

②水質調査

③「海を育む飛山濃水・ぎふ」DVD視聴

【工夫した点、苦労した点】

・子どもたちに石田川がどれくらい汚れているのかを他の

川（長良川、武儀川、鳥羽川、伊自良川、板屋川）と比べる

ことで理解してもらった。

･生徒一人ひとりに、検査薬（パックテスト)を使用してもら

い、水質を比較してもらった。

【子供達の反応】（先生からの意見）

・石田川のCODと、他の5つの河川のCODを比較するこ

とで、校区を流れる石田川が、他の河川と比べて汚れて

いることに気付くことができた。

・COD 値から、石田川にアユ、イワナなどの魚がすめない

理由を理解することができた。

・一人一人が、実際にCOD値の測定をすることで、河川の

水質に興味を持ち、熱心に調査することができた。

【学校関係者からの意見】

・CODパックテストの試薬を、1人2つ準備していただいた

ことで、興味を持ち意欲的に調査することができた。ま

た、測定方法も丁寧に教えていただき、すべての児童が

正しい方法でCOD値を測定することができた。

・6 つの河川の水を準備していただき、石田川しか知らな

かった子どもたちが、他の河川の COD 値と比較して、石

田川の水質を調べることができた。

・生き物調査では、生き物の捕まえ方、道具の貸与、後片

付けなど協力をしていただきありがたかった。

【今後の課題・課題への提案】

石田川の自然環境を守るためには、これからの子ども

たちに現状を知ってもらい、これからどうして行くべきなの

かを考えてもらうためにも、継続的に実施していくことが重

要と考える。できれば、地域の大人たちも一緒にできれ

ば、いいと考えている。

【担当者として得たもの】

・石田川の水質について、他の河川との比較によって、子

供たちとともに確認することができた。

・子供たちと一緒に、きれいな川、きたない川に棲む生物

を学び、石田川の現状を把握することが出来た。

石田川での生き物調査（主に魚類）

生徒一人一人が、石田川の水を検査薬（パックテスト）

を用いて調査。

石田川の水質は、長良川など他の河川と比べてどうだ

ったか、結果発表。
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報 告 様 式 ③ 土木事務所名 （ 岐阜 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 氏 名 伊藤篤 内 線 334

支援校名 山県市立高富小学校 担当教員名 東海先生、河合先生 対象学年 4年生

【総合的な学習の時間を終えた児童の感想（主なものを抜粋）】

・CODの実験をして、石田川が一番よごれているとわかりました。それにくらべて、長良川が一番きれいだとわかりまし

た。魚のために、ジュースを飲んだあとはのこっていないかたしかめたりして石田川をもっときれいにしていきたいと

思います。石田川をもっときれいにして、CODを2～4ぐらいにしたいです。

・わたしは、石田川が一番きれいだと思っていたらはずれていました。すごくがっかりでした。石田川が一番汚いのでゴ

ミを見つけたらすぐにゴミをひろったりしたいです。

・わたしも石田川がきたなくならないように、飲みのこしはやめようと思いました。家族にも言って石田川が一番きたなく

ならないように気をつけます。
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報 告 様 式 ① 土木事務所名 （ 岐阜 土木事務所 ）

土木事務所担当者名 藤井 忠直・奥田 克彦 内線 334・332

支 援 学 校 名 山県市立高富小学校 Tel． 0581-22-1066

担 当 教 員 名 東海先生、河合先生

対 象 学 年 4年生 67名及び保護者80名

年月 タイムテーブル 学校以外の連携機関

22/ 4

5

6

7

8

9

10

11

12

23/1

2

3

6月23日（水）午前 10:30

(土木) 災害図上訓練について説明。親子でやりたい。

(学校)「授業参観の時に、開催が可能である。」

10月5日（火）(16:15～17:15)

事前打ち合わせ： 趣旨説明

10月12日（火）(16:15～17:15)

事前打ち合わせ： 当日資料案

10月20日(水) (16:15～17:15)

事前打ち合わせ：地図の見本

11月2日（火）(16:15～17:15)

事前打ち合わせ：会場下見及び機器調整

11月7日（日）(8:30～9:25)

学習場所：山県市立高富小学校体育館

テーマ：「災害図上訓練（ＤＩＧ）」

学習内容：①ハザードマップについて

②避難時の準備

③避難時の注意点

【機関・団体名】

山県市役所総務課

【連携内容】

洪水ハザードマップ、土

砂災害ハザードマップ

当日準備（付箋等の事務

用品）
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報 告 様 式 ② 土木事務所名 （ 岐阜 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 氏 名 藤井忠直・奥田克彦 内 線 334・332

支援校名 山県市立高富小学校 担当教員名 東海先生、河合先生 対象学年 4年生

【事例概要】

11月7日（日）(8:30～9:25)

学習場所：山県市立高富小学校体育館

テーマ：「災害図上訓練」

学習内容：①ハザードマップについて

②避難時の準備

③避難時の注意点

【工夫した点、苦労した点】

・制限時間内に図上訓練を終わらせるために、地図に予め

着色した。

・子どもたちが地図を読み取れるか不安なため、付近の写

真を地図に貼り、分かりやすいようにした。

・子供だけでなく、父兄をいかに参加させ、一緒に考えても

らうか。あるグループでは、親がリーダーとなり、子供た

ち、父兄の意見をまとめていた。

【子供達の反応】（先生からの意見）

・自分の家、通学路、浸水想定区域を地図上で確認するこ

とで、災害時にどこを通って避難するのが安全であるか

を考えることができた。

・避難について、保護者に頼るだけでなく、小学生なりに準

備できること、気をつけるとよいことを考えることができ

た。

【学校関係者からの意見】

・地区ごとに親子で集まり、危険場所、避難場所への経

路、浸水想定区域の確認をしたことで、災害時にどのよう

なことに気をつけたらよいかに気付くことができた。

・災害時に備えてどんなものを準備したらよいか、親子で

確認し、防災への意識を高めることができた。

【今後の課題・課題への提案】

・子供をいかに飽きさせずに図上訓練に参加させるか。

・親と子が一緒に参加して、災害時の対応を勉強してもらう

か。

・新しく越してきた人が、地域特有の問題（もともと浸水する

箇所）を共有できるか。

【担当者として得たもの】

・学校では防災教育に力を入れたいが、情報不足もあり資

料（大判の図面）などが作成できずに、困っていること。一

方、県、市では学校に対し防災をテーマにいろいろ情報

提供したいこと。今回、お互いの目指すべき方向が一致

したため実現できた。担当者として、この図上訓練が少し

でも災害時に役立てればと思っている。

避難経路の防災資源や川などの危険個所を着色してい

る様子

避難時の持ち物や注意点をグループごとに話し合ってい

る様子。

自分たちで着色した地図にグループで話し合った意見

を付箋で貼った様子。
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報 告 様 式 ③ 土木事務所名 （ 岐阜 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 氏 名 藤井忠直・奥田克彦 内 線 334

支援校名 山県市立高富小学校 担当教員名 東海先生、河合先生 対象学年 4年生

【総合的な学習の時間を終えた児童の感想（主なものを抜粋）】

・今日、防災についての授業を受けて、もしも土砂崩れや洪水が起こった時に、どうすればいいのかがよくわかりまし

た。授業を受ける前、洪水が起きた時は、長靴で逃げたほうがいいと思っていたけど、長靴をはくと逆に水が入って、

重くなるから運動靴の方がいいと聞いて、すごくびっくりしました。それから、洪水や土砂崩れが起きた時に、どこに逃

げればよいかもよくわかりました。だから、もしも土砂崩れや洪水が起きた時に、今日勉強したことをいかして、安全

に避難したいです。

・ぼくたちの通学路には、たくさん危険な場所があるということが今日の授業でわかりました。災害の時には、今日勉強

した危険なことは、さけたいと思いました。また、避難する時には、大切なものを用意して非難したいです。あと、もしも

災害にあっている人がいたら、ロープを使って、助けてあげたいです。

・今日、防災の勉強をして、まず感心したことは、「避難してください。」と言われたら、何を持って逃げたらいいかという

質問に対して、食べ物やヘルメット、カッパなどの意見が出ました。その意見のほとんどが、生活でいつも使っている

物だということがわかりました。それに、どこに避難したらよいかということも分かりました。高いビルやアパートが一

番いい場所だったので、もし、洪水があったらそういう場所にすばやく避難したいです。また、つえやかさ、棒を先頭に

歩く人が持って、危ないものはないか探るとよいことも教えてもらいました。洪水が起きたら、どのようなことをすれば

よいかが分かったので、もしもの時は、あせらず落ち着いて動きたいです。

・今日は、防災の授業で、土砂崩れがあって危険な所や、浸水が予想される所をチェックした時に、こわいなあと思いま

した。わたしは、通学路を緑、学校を赤、川を青で塗ることが楽しかったし、楽しみながら防災の授業を受けることがで

きたのでよかったです。地区の子たちとも、もしも土砂崩れや洪水が起きた時のことを考えて、避難場所はどこか、避

難場所に行くまでに通る安全な場所を確かめることができて、うれしかったです。これからは、いろいろなことに気を

つけて、たまには、もしものことを考えたいです。

・僕は、最初、防災の授業では、どこが危険かを調べるだけかと思ったけれど、土砂崩れや、洪水の時には、どんなこ

とに気をつけたらよいかがよく分かりました。（洪水の時は、長靴はダメ、逃げ遅れた時は、高い所へ登る、一人で避

難所に行かない。）今日は、お父さんしか来てないから、お母さん、おばあちゃんにも伝えたら役立つと思う。ぼくの家

の前には、川があるので、もしもの時は、遠回りをして逃げ、棒で前を探ることも大切であることも分かりました。ま

た、災害の状況によっても、使う物や避難の仕方がいろいろ違ってくることもわかりました。

・私の地区は山本です。山本は石田川をわたらないと学校に行けません。だから、洪水の時には、上り坂がある所を通

ったらよいのではないかと相談しました。なぜ上り坂がよいかというと、上り坂は水が上ってこないからです。また、山

は危ない。川の近くも危ないと相談しました。もし、洪水が起きたら、どんな道具が役立つか、どんなものを準備したら

よいかも相談しました。懐中電灯、ラジオ、食べ物、服、飲み物などいろいろな意見が出てきました。その中で、一番大

切なものは何かを決めました。そうしたら、救急箱、服、食べ物、飲み物になりました。洪水が起きたら、けがをするか

もしれないからです。山本地区は、高富中学校が避難場所でした。高富中学校への避難する道も相談しました。

・もしも川の水があふれたら、わたしは、家のまわりが全部川なので、なるべく川には近寄らないことが大切だと思いま

した。石田川、鳥羽川が近くにあるので、わたしの家は危ないなあと思いました。通学する時には、川の近くを通り、橋

を渡っています。もしも、洪水になったら本当にこわいなあと思いました。もしもの時のために集まる場所を決めまし

た。集まる場所は、中央図書館です。また、今日勉強したものを用意して避難したいです。
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報 告 様 式 ① 土木事務所名 （ 岐阜 土木事務所 ）

土木事務所担当者名 石井伸吾・鈴木章弘 内線 337

支 援 学 校 名 羽島市立小熊小学校 Tel． 058-391-3059

担 当 教 員 名 田中先生

対 象 学 年 4年生 42名

年月 タイムテーブル 学校以外の連携機関

22/4

10

11

小熊小学校から電話にて支援依頼

10月6日（水）実施内容打合せ

学校との実施目的確認、内容の概略打合せ

当日まで

※水屋所有者、ふるさと先生、羽島市、

国土交通省へ電話にて協力依頼

11月18日（木）体験学習の実施

学習場所：羽島市足近町地内（近藤邸水屋）ほか

テーマ：「低地の人々のくらしを守る施設を調べよう」

①水屋の見学

・水害から村を守る取り組みについて説明

②旧輪中堤の見学

・輪中の役割について説明

③排水機場（逆川排水機場）の見学

・排水機場の概要、沿革について説明

④水防倉庫（羽島市小熊町地内）の見学

・水防団の役割、水防道具等の説明

⑤排水機場（境川排水機場）の見学

・排水機場の施設内容および効果について説明、見学

・排水機場の模型を使用して仕組みを説明

【機関・団体名】

・水屋所有者（近藤氏）

・ふるさと先生（大野氏）

・羽島市役所

・国土交通省木曽川上流河

川事務所

【連携内容】

近藤氏

・水屋など、昔の水害防止

対策についての説明

大野氏

・輪中の役割、逆川排水機

場の効果について説明

羽島市役所

・水防団の役割、水防活動

時に使用する用具類の

説明

国土交通省

・境川排水機場の役割につ

いて説明

岐阜土木

・境川排水機場の仕組み

について模型により説明
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報 告 様 式 ② 土木事務所名 （ 岐阜 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 河川第二担当 氏 名 石井伸吾・鈴木章弘 内 線 337

支援校名 羽島市小熊小学校 担当教員名 田中先生 対象学年 4年生

【事例概要】

学習場所：羽島市足近町地内（近藤邸水屋）ほか

テーマ：「低地の人々のくらしを守る施設を調べよう」

①水屋の見学：水害から村を守る取り組みについて説明

②旧輪中堤の見学：輪中の役割について説明

③排水機場（逆川排水機場）の見学：排水機場の概要、

沿革について説明

④水防倉庫（羽島市小熊町地内）の見学：水防団の役

割、水防道具等の説明

⑤排水機場（境川排水機場）の見学：排水機場の施設内

容および効果について説明の後、模型を使用して実

験

【工夫した点、苦労した点】

学習場所の選定に際し、子供達の関心を高められるよ

う、できるだけ身近である小熊小学校区内にあるものを見

学するよう考慮した。また、説明者は地元在住で子供達に

なじみの深い「ふるさと先生」を主とした。

【子供達の反応】

輪中の学習をした後に実際に見学することができ、とて

も興味を持ってのぞむことができた。水屋や排水機場が身

近にあることに、大変驚いていた。また、昔から、水害から

身を守るために、いろいろな工夫をして生活していたとい

うことを改めて知ることができた。

【学校関係者からの意見】

実際に、水屋や排水機場を見学させていただくことがで

き、大変有意義な学習となった。また、説明してくださる

方々も、子どもたちにわかりやすく、丁寧に説明していた

だき、子どもたちも興味を持って学習にのぞむことができ

た。

【今後の課題・課題への提案】

ふるさと先生に頼ることが多い内容のため、説明者の人

材確保等が課題となる。

【担当者として得たもの】

生徒たちにとって、普段目にすることができない施設を

見学することができ、高い関心を得られた。

模型実験の際、生徒たちに操作させることにより、より理

解が深まったと感じられた。

《水屋の見学》

昔の人々の水害から身を守る取り組みについて学んだ。

《境川排水機場の見学》

排水機場を見学して効果を学んだ。

《境川排水機場の見学》

模型を使用して排水機場の仕組みを学んだ。
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報 告 様 式 ③ 土木事務所名 （ 岐阜 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 河川第二担当 氏 名 石井伸吾・鈴木章弘 内 線 337

支援校名 羽島市立小熊小学校 担当教員名 田中先生 対象学年 4年生

【新聞記事等】

平成22年11月24日(水) 建通新聞 岐阜版
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報 告 様 式 ① 土木事務所名 （ 岐阜 土木事務所 ）

土木事務所担当者名 石井伸吾・中田恵介 内線 336

支 援 学 校 名 長森南中学校 Tel． 058-382-2109

担 当 教 員 名 日置先生

対 象 学 年 1年生4クラス 128名のうち2クラス 64名

年月 タイムテーブル 学校以外の連携機関

22/8

9

ＮＰＯ小林氏来所 総合学習支援依頼

長森南中学校にて小林氏、先生と支援内容の打合せ

・学習内容の確認

・現地立ち会い(学習場所、学習手順、安全確認等)

※ハシゴ設置、草刈り等進入路確保

9月27日（月）総合学習「生き物調査隊」 14：15～15：30

学習場所：境川（岐阜市高田地内）

今回のテーマ：「水生生物調査」

①事前説明

②魚の捕獲

③魚の種分け、記録

【機関・団体名】

ＮＰＯ法人ｅ－ｐｌｕｓ生涯学

習研究所

【連携内容】

（資材支援）

岐阜振興局環境課

※タモ網
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報 告 様 式 ② 土木事務所名 （ 岐阜 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 河川第二担当 氏 名 石井伸吾・中田恵介 内 線 336

支援校名 長森南中学校 担当教員名 日置先生 対象学年 1年生

【事例概要】

9月27日（月） 14：15～15：30

総合学習「生き物調査隊」

学習場所：境川（岐阜市高田地内）

今回のテーマ：「水生生物調査」

①事前説明

②魚の捕獲

③魚の種分け、記録

【工夫した点、苦労した点】

・ 捕まえた生き物の名前を調べられるように、資料を用

意した。

・ 生徒たちが安全に川に降りられるように、ハシゴ設

置、除草を行った。

・ 上流のゲート操作を行い調査地点の水位を下げた。

【子供達の反応】

・ 地域の川に普段入ることがなく、水生生物を知る機会

ないため、体験ができて非常に喜んでいた。

・ 多くの水生生物を確認することができ、｢良い地域に住

んでいるなー。｣という思いを持つことができた。

・ この自然を残していきたいという思いを持つことがで

きた。

【学校関係者からの意見】

・ 水位が高かったが、学習時に水位を下げていただき

ありがたかった。

・ 梯子の準備や草刈りをしていただき助かった。

【今後の課題・課題への提案】

・ 観察用プラスチックケースやエアーポンプの数が少な

く各グループへ行き渡らなかったので今後は検討（購

入、借用等）が必要。

・ 昨年度に引き続き総合学習を実施しているが、川へ降

りられる場所がないため、今後も総合学習が行われ

るようであれば階段等の設置を検討してはどうか。

【担当者として得たもの】

境川には多種多様な生物が生息しており、改修等にお

ける環境保全の必要性について再認識した。

≪事前説明≫

ガサガサのやり方、川に入る際の注意事項等の説明を

行いました。

≪魚類捕獲≫

生徒と一緒に調査を行いました。

≪魚の種分け、記録≫

みんなで捕まえた生き物を種類ごとに分け、名前と数を

調べました。
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報 告 様 式 ③ 土木事務所名 （ 岐阜 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 河川第二担当 氏 名 石井伸吾・中田恵介 内 線 336

支援校名 長森南中学校 担当教員名 日置先生 対象学年 1年生

【新聞記事等】

平成22年9月 29日(水) 岐阜新聞 県内版
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報 告 様 式 ① 土木事務所名 （ 岐阜 土木事務所 ）

土木事務所担当者名 堀 利行 内線 333

支 援 学 校 名 山県市立桜尾小学校 Tel． 0581-27-2101

担 当 教 員 名 村橋教頭先生（北洞先生、大原先生）

対 象 学 年 5年生 11名

年月 タイムテーブル 学校以外の連携機関

22/ 4

5

6

7

8

9

10

11

12

23/1

2

3

8月31日（火）（14:00～15:00）

事前打ち合わせ：主旨説明、学習時間数調整

10月20日（水）（10:00～11:00）

事前打ち合わせ：当日資料案確認

11月1日（月）（9:00～12:00）

学習場所：山県市立桜尾小学校（屋内学習）

山県市葛原 砂防工事 八月洞（現場見学）

テーマ「砂防ってなあに？」

9:00～ 砂防の種類について（動画含む）

9:30～ 土石流模型実験

9:45～ 現場見学へバス移動（砂防クイズ）

10:15～ 現場見学

10:45～ バス移動で小学校へ

11:15～ 学習のまとめ、感想発表

学習内容：①土砂災害の種類について

②砂防えん堤の効果について（模型実験）

③砂防えん堤現場見学

（工事規模、工事費を学ぶ）

【機関・団体名】

越美山系砂防事務所

【連携内容】

土石流実験模型装置の借

用
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報 告 様 式 ② 土木事務所名 （ 岐阜 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 氏 名 堀 利行 内 線 333

支援校名 山県市桜尾小学校 担当教員名 村橋教頭先生 対象学年 5年生

【事例概要】

日時：11月1日（月）9:00～12:00

場所：桜尾小学校、八月洞砂防工事現場見学

内容：砂防ってなあに？

（講義30分＋模型実験15分＋現場見学30分）

対象の５年生は「流れる水のはたらき」をテーマに総合

学習を実施しており、本事例はその一部として理科の時間

と総合学習の時間を利用し、砂防施設の役割と効果を理解

してもらうことを目的とした。

【工夫した点、苦労した点】

・ 臨場感が沸くよう土砂災害のビデオにより、どのよう

な被害が発生するかを解説した。

・ 砂防えん堤の効果を知るため、土石流実験模型装置

を使用し、砂防えん堤の有無による効果の差を説明し

た。

・ 現場見学までの間に子供たちが飽きないようにバス

内で「砂防クイズ」を実施した。

・ 受注者（現場代理人）に現場での苦労話をしてもらい、

砂防えん堤を完成させるまでの「仕事の大変さ」を知

ってもらった。

【子供達の反応】（先生からの意見）

ゆっくりと分かりやすい言葉で、にこやかに話され、子ど

もたちは分かりやすさとともに親しみを覚えていた。

【学校関係者からの意見】

本学習は、防災上の観点からも子どもたちへの教育には

非常に適している。市の校長・教頭会でも本総合学習を紹

介し、広げていくよう働きかけていきたい。

【今後の課題･課題への提案】

今回は、現場見学もあり時間の制約から子どもたちの発

言の機会を設けることや、学習した内容の総まとめをする

時間を作ることが出来なかった。

今後は時間管理を心がけていきたい。

【担当者として得たもの】

総合学習から1ヶ月半程度経った後、担当した子どもたち

と偶然出合った。その際、子どもたちが「砂防えん堤！！」

と元気よく言ってくれた。しっかり覚えていてくれていること

に感激しました。

＜砂防施設の役割について説明＞

桜尾小学校の砂防施設や、実際の土砂災害時のビデオ

動画により施設の役割を説明

＜模型実験＞

えん堤や流路工を備えた模型実験により、砂防えん堤の

有無による被害の違いを説明

＜現地見学＞

実際に建設中の砂防えん堤を目の当たりにすることで、

規模や費用について説明
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報 告 様 式 ③ 土木事務所名 （ 岐阜 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 氏 名 堀 利行 内 線 333

支援校名 山県市立桜尾小学校 担当教員名 村橋教頭先生 対象学年 5年生

【総合的な学習の時間を終えた児童の感想（主なものを抜粋）】
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報 告 様 式 ③ 土木事務所名 （ 岐阜 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 氏 名 堀 利行 内 線 333

支援校名 山県市立桜尾小学校 担当教員名 村橋教頭先生 対象学年 5年生

【総合的な学習の時間を終えた児童の感想（主なものを抜粋）】

◎建通新聞 平成22年11月 4日（木曜日） 第１面
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報 告 様 式 ① 土木事務所名 （ 大垣 土木事務所 ）

土木事務所担当者名 藤原 雅司 内線 372

支 援 学 校 名 興文中学校、上石津中学校 Tel． 0584-78-3068

担 当 教 員 名 興文中学校 上野先生、上石津中学校 三宅先生

対 象 学 年 興文中学校1年生47名 上石津中学校1年生29名

年月 タイムテーブル 学校以外の連携機関

22/ 4

5

6

7

8

9

10

11

12

23/1

2

3

4 月 28 日（水） 上石津中学校及び実施予定箇所にて学習内容

の詳細打合せ（学習場所、学習手順、安全確認

等）

5月21日（金） 野外学習 9：20～11：20

学習場所：牧田川（一之瀬大橋付近）

テーマ「大垣の水」

①川にすむ生き物を見つけよう

②生き物の種類分け、観察

③講評

【機関・団体名】

NPO法人生涯学習研究所

大垣市環境衛生課

【連携内容】

･安全管理

･各班の指導
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報 告 様 式 ② 土木事務所名 （ 大垣 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 河川担当 氏 名 藤原 雅司 内 線 372

支援校名 興文中学校、上石津中学校 担当教員名 上野先生 三宅先生 対象学年 1年生

【事例概要】

5月21日（金） 9：20～11：20 野外学習

学習場所：牧田川

テーマ「大垣の水」

①川にすむ生き物を見つけよう！

②生き物の種類分け、観察

③講評

【工夫した点、苦労した点】

・ 牧田川と赤尾川の2箇所で開催し、それぞれの河川で

捕れる生物を比較することにした。生徒も 2 班に分か

れ、牧田川を岐阜県、赤尾川を大垣市が担当した。

・ 2校が交流できる班分けを行った。

・ 進入路の確保のため除草を行った。

・ 流れが速く、深みもあるので、エリア指定は慎重に行

った。

【子供達の反応】

・ 興文中学校の生徒は市街地では味わえない自然豊か

な牧田川に接することができ喜んでいた。

・ 流れが速く捕獲するのに苦闘していた。

・ ヤマリンが駆けつけてくれて、生徒達は大喜びだっ

た。

【学校関係者からの意見】

・ 市街地の学校では、このように自然豊かな川に接す

る機会もすくないのでありがたい。

・ たくさんのスタッフの体制で、安全面に非常に気を使

って頂きありがたく思う。

【今後の課題・課題への提案】

・ 中学校の生徒でもヤマリンは大人気だったので、着ぐ

るみはあった方がよい。

・ 生物の同定ができるスタッフが少なく、個々のスキル

アップが必要と考える。

【担当者として得たもの】

・ 中学生でも、川に興味を持ってもらうには遅くないと思

った。子供達のために、市街地でもきれいな水環境を

提供して行かなくてはならないと感じた。

≪川にすむ生き物をみつけよう≫

興文中学校の生徒と上石津中学校の生徒の合同で開催

しました。

≪川にすむ生き物をみつけよう≫

清流に住むとされるカワゲラを見つけることができまし

た。

≪生き物の種類分け≫

みつけた生き物を種類ごとにわけて、どんな生き物がい

たか調べました。
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報 告 様 式 ③ 土木事務所名 （ 大垣 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 河川担当 氏 名 藤原 雅司 内 線 372

支援校名 興文中学校、上石津中学校 担当教員名 上野先生、三宅先生 対象学年 1年生

【新聞記事等】

平成22年5月 25日(火) 岐阜新聞14面 西濃地域版



28

報 告 様 式 ① 土木事務所名 （ 大垣 土木事務所 ）

土木事務所担当者名 藤原 雅司 内線 372

支 援 学 校 名 海津市立下多度小学校 Tel． 0584-57-2109

担 当 教 員 名 小野先生

対 象 学 年 3年生 16名

年月 タイムテーブル 学校以外の連携機関

22/ 4

5

6

7

8

9

10

11

12

23/1

2

3

5 月 26 日（水） 下多度小学校及び実施予定箇所にて学習内容

の詳細打合せ（学習場所、学習手順、安全確認

等）

6月3日（木） 野外学習 8：30～11：20

学習場所：津屋川（志津橋付近）

テーマ「川にすむ生き物を見つけよう」

①川のお話

②川の姿を観察しよう

③川にすむ生き物を見つけよう

④川に感謝しよう（ゴミ拾い）

⑤生き物の種類分け

⑥子供たちによる発表

【機関・団体名】

海津市役所建設課

【連携内容】

海津市役所

･除草

･安全管理

･各班の指導
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報 告 様 式 ② 土木事務所名 （ 大垣 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 河川担当 氏 名 藤原 雅司 内 線 372

支援校名 海津市立下多度小学校 担当教員名 小野先生 対象学年 3年生

【事例概要】

6月3日（木） 8：30～11：20 野外学習

学習場所：津屋川

テーマ「川にすむ生き物を見つけよう」

①川のお話

②川の姿を観察しよう

③川にすむ生き物を見つけよう！

④川に感謝しよう（ゴミ拾い）

⑤生き物の種類分け

⑥子供たちによる発表

【工夫した点、苦労した点】

・ 学校からの徒歩での道中に川のお話をした。

・ 進入路の確保のため除草を行った。

・ 各班に指導者を付け、安全管理に努めた。

【子供達の反応】

・ 津屋川で有名なハリヨを捕まえることができて喜んで

いた。

・ 身近な津屋川をもっときれいにしたいという意見が多

かった。

・ ヤマリンが駆けつけてくれて、子供達は大喜びだっ

た。

【学校関係者からの意見】

・ 会場までの徒歩での道中に津屋川についてのお話を

していただき、非常に子供達も津屋川に関心を持つこ

とができたと思う。

・ たくさんのスタッフの体制で、安全面に非常に気を使

って頂きありがたく思う。

【今後の課題・課題への提案】

・ 例年東江小学校と同時開催していたが、本年は調整

がつかずそれぞれ単独開催することとしていたが、6

月後半予定の東江小学校の開催は、水位の関係で中

止となってしまった。津屋川については、6月上旬まで

に開催するようにするべき。

・ 生物の同定ができるスタッフが少なく、個々のスキル

アップが必要と考える。

【担当者として得たもの】

・ 子供たちは、潜在的に川が大好きなんだと思う。親水

環境は重要だと思った。

≪川にすむ生き物をみつけよう≫

ハリヨ、スナヤツメ、シマドジョウ、ヨシノボリ、ドンコなど

を見付けました。

≪川に感謝しよう≫

ビン、ビニール袋などたくさんのゴミを拾いました。

≪生き物の種類分け≫

みつけた生き物を種類ごとにわけて、津屋川にどんな生

き物がいたか調べました。
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報 告 様 式 ③ 土木事務所名 （ 大垣 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 河川担当 氏 名 藤原 雅司 内 線 372

支援校名 海津市立下多度小学校 担当教員名 小野先生 対象学年 3年生

【新聞記事等】

平成22年6月 4日(金) 岐阜新聞20面 西濃地域版

平成22年6月 4日(金) 中日新聞18面 西濃版
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報 告 様 式 ① 土木事務所名 （ 大垣 土木事務所 ）

土木事務所担当者名 藤原 雅司 内線 372

支 援 学 校 名 水門川の川底学習会 Tel． 0584-73-1111

担 当 教 員 名 主催：大垣土木事務所、共催：水門川クリーン作戦実行委員会

対 象 学 年 水門川周辺の保育園～小学6年生 87名

年月 タイムテーブル 学校以外の連携機関

22/ 4

5

6

7

8

9

10

11

12

23/1

2

3

6月24日（木） 実行委員会立ち上げ、前年の反省

チラシ、ポスター等広報活動について

7月 2日（木） 実行委員会との「清掃範囲」打合せ

「宣伝チラシ」打合せ

7月 8日（木） 実行委員会との現地チェック

7月22日（木） 現地チェックの結果について等最終確認

7月31日（土） 野外学習 8：00～9：45

学習場所：水門川（新大橋東～貴船神社）

テーマ「第9回 水門川クリーン作戦

～ 水門川の川底学習会 ～ 」

①水門川にどんな生き物がすんでいるかな？

②水門川クリーン作戦（ゴミ拾い）

③水門川にどんな生き物がすんでいたかな？

④結果発表会（発表及び感想）

8月 5日（木） 実行委員会との反省会

【機関・団体名】

水門川クリーン作戦実行委

員会

【連携内容】

市民グループによる水門

川クリーン作戦の一環
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報 告 様 式 ② 土木事務所名 （ 大垣 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 河川担当 氏 名 藤原 雅司 内 線 372

支援校名 水門川の川底学習会 担当教員名 － 対象学年 保育園～6年生

【事例概要】水門川クリーン作戦関連イベント

実施日 7月31日（土） 8：00～9：45 野外学習

学習場所：水門川（貴船広場～新大橋上流間）

テーマ「水門川の川底学習会」

①水門川にどんな生き物がすんでいるかな？

②水門川クリーン作戦（ゴミ拾い）

③水門川にどんな生き物がすんでいたかな？

④結果発表会（発表及び感想）

【工夫した点、苦労した点】

・ 班が分かりやすいよう、また子供達も自分の班がすぐ

分かるように、班毎に色の違うバッチを作り、子供達

の胸や肩に付けさせた。

・ 飛び込み参加が多く班割に苦慮した。

・ 受付に水門川クリーン作戦の受付と間違えてみえる

かたもおり、受付が混雑した。

・ 結果発表では、熱中症がおこらないように、簡潔な説

明に心がけた。

【子供達の反応】

・ 前日に設置しておいた仕掛けに50cmを超えるスズキ

がつかまり、こんな大きな魚もいるのかと子供達は目

を丸くしていた。

・ 最初は思ったより汚い川の水にとまどっているようで

あったが、魚を捕まえ出すと無我夢中になっていた。

・ 親子参加が多く、終始楽しく活動していた。

【関係者からの意見】

・ 水門川に少しでも愛着をもっていただくためにも、学

習会は是非続けていきたい。

【今後の課題・課題への提案】

・ ゴミの分別がうまくできていなかったので、もう少し周

知させておくべきだった。

【担当者として得たもの】

・ 子供達が川に愛着・興味を持ってもらえるためには、

このような事業は必要だと思う。

≪水門川にどんな生き物がすんでいるかな？≫

スズキ、ボラ、メダカ、フナ、ドジョウ、ヨシノボリなどを見

付けました。

≪水門川クリーン作戦（ゴミ拾い）≫

水門川クリーン作戦の参加者と一緒に、空き缶など川に

捨てられたゴミを拾いました。

≪結果発表会（発表及び感想）≫

「こんなに大きな魚がいると思わなかった」という感想が

ありました。
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報 告 様 式 ③ 土木事務所名 （ 大垣 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 河川担当 氏 名 藤原 雅司 内 線 372

支援校名 水門川の川底学習会 担当教員名 － 対象学年 保育園～6年生

【新聞記事等】

平成22年8月 1日(日) 岐阜新聞 21面 西濃地域版

平成22年8月 1日(日) 毎日新聞 18面 岐阜版
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報 告 様 式 ① 土木事務所名 （ 大垣 土木事務所 ）

土木事務所担当者名 川瀬 樹一 内線 374

支 援 学 校 名 養老町立上多度小学校 Tel． 0584-32-1604

担 当 教 員 名 宮嶋先生

対 象 学 年 4年生 37名

年月 タイムテーブル 学校以外の連携機関

22/ 4

5

6

7

8

9

10

11

12

23/1

2

3

6月16日（水） 上多度小学校と打合せ（1回目）

・小学校と砂防に関する総合学習の実施について打合せを行

い、担当教員から内容、実施方法等の要望を伺った。

9月6日（月） 上多度小学校と打合せ（2回目）

・総合学習の内容、実施方法、スケジュール（案）を説明し、担当

教員に承諾を得た。

10月14日（木） 9:30～11:30

「砂防」をテーマに、教室内及び小倉谷砂防施設を活用し砂防に

関する総合学習を実施。

【機関・団体名】

・養老町役場

・国土交通省

越美山系砂防事務所

【連携内容】

・養老町役場

学習現地まで移動する際

の移動手段（バス）の手

配。

・国土交通省

越美山系砂防事務所

「土石流対策施設の説明

模型」の借用。
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報 告 様 式 ② 土木事務所名 （ 大垣 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 砂防担当 氏 名 川瀬 樹一 内 線 374

支援校名 養老町立上多度小学校 担当教員名 宮嶋先生 対象学年 4年生

【事例概要】

小学校の教室内で土砂災害の種類や特徴、身の守り方

及び地域を守る砂防施設の役割について説明。

その後、学校の横を流れる小倉谷護岸工や上流の砂防

堰堤を見学し、土石流対策施設模型を使って砂防施設の

必要性や効果について学習した。

【工夫した点、苦労した点】

小学校中学年でも土砂災害の種類や特徴を理解できる

ように説明するため、アニメーションや土石流等の様子を

納めたビデオ映像を活用したり、小倉谷の砂防施設を間近

に見ながら、興味を持って学習が出来るように工夫した。

先生の要望を受け、総合学習の題材「地域の環境」に合

わせ、小倉谷の地形的特徴や古くから砂防事業が実施さ

れてきたことを写真や具体的な数値（時期・数量・金額等）

で説明した。

また、砂防堰堤等の見学にあたっては、危険な箇所にバ

リケードを設置し、安全確保に努めた。

【子供達の反応】

土砂災害を説明するアニメーションやビデオ映像に興味

を持って見ていた。 特に土石流やがけ崩れの映像には、

驚きの声を上げていた。

現地にて「土砂災害対策施設模型」を使って砂防施設の

効果について興味を持って実験していた。

【学校関係者からの意見】

子供たちは、土砂災害の恐ろしさに気づいたり、砂防の

大切さを理解したりするなど、有意義な時間を過ごす頃が

できました。

【今後の課題・課題への提案】

養老山地には土砂災害の恐れがある地域に位置する小

学校が他にもあり、このような総合学習を展開できるとよ

い。

【担当者として得たもの】

砂防事業におけるソフト施策の対象は大人と考えがちで

あったが、小学生４年生でも十分に土砂災害・砂防につい

て理解することができたようであり、子供達も対象と考えら

れるようになった。

教室にてパワーポイントを使って、土砂災害や砂防につ

いて学習

現地にて砂防堰堤の見学

「土石流対策施設模型」を使って砂防施設の必要性自ら

実験し確認
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報 告 様 式 ③ 土木事務所名 （ 大垣 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 砂防担当 氏 名 川瀬 樹一 内 線 374

支援校名 養老町立上多度小学校 担当教員名 宮嶋先生 対象学年 4年生

【新聞記事等】

ケーブルテレビ コミュニティチャンネル 撮影状況

ＣＣｎｅｔ養老局

養老町行政情報番組 『ＹＯＲＯちっく』
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報 告 様 式 ① 土木事務所名 （ 揖斐 土木事務所 ）

土木事務所担当者名 梅田 純世 内線 463

支 援 学 校 名 池田町立八幡小学校 Tel． 0585-45-3106

担 当 教 員 名 香田先生・松原先生

対 象 学 年 4年生 80名(2クラス)

年月 タイムテーブル 学校以外の連携機関

22/ 6 6月8日（火）

八幡小学校で野外学習内容の打合せ

・ 日程の確認

・ 実施内容（スケジュール）の確認

6月22日（火） 野外学習実施

午前 8:45～12:00

学習場所：杭瀬川（八幡小学校裏，中川合流点下流）

学習内容：

① 水質調査（ＰＨ、COD）

② 生き物調査

③ 生き物の判別

④ 水のきれいさ判定

⑤ まとめ

【機関・団体名】

野生生物保護推進員 國枝氏

岐大生（院生） 5名

河川工事を考える会 4 名

揖斐事務所環境課 5名

【連携内容】

講師・調査協力
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報 告 様 式 ② 土木事務所名 （ 揖斐 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 氏 名 梅田 純世 内 線 463

支援校名 池田町立八幡小学校 担当教員名 香田先生・松原先生 対象学年 4年生

【事例概要】

6月22日（火）午前 総合学習

場所：杭瀬川

内容：水質調査，生き物調査

子供たちの身近にある杭瀬川の水質及び生き物を

調査し、川に慣れ親しんでもらう。

【工夫した点、苦労した点】

・ クラス単位で上流（小学校裏）と下流（中川合流点下

流）に分かれて、生き物の比較ができるようにした。

・ 深みなどの危険な場所を事前に確認し、ビニルテー

プで囲み、立ち入らないようにした。

・ 水質については、専門的知識を有する揖斐事務所

環境課職員が主体となって行った。

【子供達の反応】

・ カワニナなどいろいろな生物を捕まえ見ることが出

来てよかった。

・ 生き物から川の大切さがよくわかった。

【学校関係者からの意見】

・ 子供達は、大変楽しく活動しながら、川の環境につ

いて考えることができました。総合的な学習を進め

ていく上で、今回の学習を生かしていきたいと思い

ます。

【今後の課題・課題への提案】

・ 児童数に応じた指導者，協力者が必要である。

・ 担当者においても、同定できるよう知識の習得に努

めたい。

【担当者として得たもの】

・ 子供たちとの生き物調査を通して、杭瀬川の多様性

を改めて実感した。

《生き物調査》

たも網を使って、水生生物を捕まえています。

《捕まえた生き物の判別》

捕まえた生き物の名前を調べています。

《まとめ》

水質、生き物の調査結果について説明を聞いています。
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報 告 様 式 ③ 土木事務所名 （ 揖斐 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 氏 名 田中 純世 内 線 463

支援校名 池田町立八幡小学校 担当教員名 高橋先生・山本先生 対象学年 4年生

【新聞記事等】
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報 告 様 式 ① 土木事務所名 （ 揖斐 土木事務所 ）

土木事務所担当者名 広瀬 隆男 内線 341

支 援 学 校 名 揖斐川町立谷汲中学校 Tel． 0585-56-3008

担 当 教 員 名 山本先生

対 象 学 年 １年生 28名

年月 タイムテーブル 学校以外の連携機関

22/10

11

10月上旬

谷汲中学校と総合学習の主旨打ち合わせ

10月29日（金）

谷汲中学校で総合学習内容の打合せ

・ 日程の確認

・ 実施内容（スケジュール）の確認

11月5日（金） 総合学習実施

午前 13：30～１5：30

学習場所：管瀬川（普通河川 中谷合流点）

学習内容：

⑥ 水質調査（ＰＨ、COD）

⑦ 生き物調査

⑧ 生き物の判別

⑨ まとめ

【機関・団体名】

野生生物保護推進員 國枝氏

揖斐川町谷汲振興事務所

2名

【連携内容】

講師・調査協力
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報 告 様 式 ② 土木事務所名 （ 揖斐 土木事務所 ）

所 属 揖斐土木事務所 氏 名 広瀬 隆男 内 線 341

支援校名 揖斐川町立谷汲中学校 担当教員名 山本先生 対象学年 1年生

【事例概要】

11月5日（金）午後 総合学習

場所：管瀬川

内容：水質調査，生き物調査

河川の観察を通して、人と自然との共生のあり方

について学ぶ。

【工夫した点、苦労した点】

・ タモ網による捕獲の他、水質調査および生物の種類

選別についても、生徒たちに主体的に取り組んでも

らった

【子供達の反応】

・ シマドジョウやカワヨシノボリなど身近な管瀬川にこ

のような生物がいることを初めて知った様子だっ

た。

・

【学校関係者からの意見】

・ 生徒には，『私たちは，豊かな森林や山を守り，そこ

から流れ出る川に生息する生き物の観察をすれ

ば，環境の実態がわかる。今学習していることを大

切にして，環境を守り，住みやすい地域にしていけ

るよう，提言・発信しくことをしっかりやろうと話しまし

た。

【今後の課題・課題への提案】

・ 生徒数に応じた指導者，協力者が必要。

・ 担当者においても、同定できるよう知識の習得に努

めたい。

【担当者として得たもの】

・ 生徒たちと生物調査をすることで管瀬川の自然環境

について再認識することができた

《生き物調査》

タモ網を使って、水生生物を捕まえています。

《捕まえた生き物の判別》

捕まえた生き物の名前を調べています。

《まとめ》

水質、生き物の調査結果について説明を聞いています。



42

報 告 様 式 ① 土木事務所名 （ 揖斐 土木事務所 ）

土木事務所担当者名 広瀬 隆男 内線 341

支 援 学 校 名 大垣市立綾里小学校 Tel． 0584-91-1018

担 当 教 員 名 早野先生

対 象 学 年 3年生 36名

年月 タイムテーブル 学校以外の連携機関

22/ 4

5

6

7

8

9

10

11

12

23/1

2

3

11月1日（月）

綾里小学校より杭瀬川源流付近の大津谷について

学習したい旨支援の依頼

11日4日（木）

学習支援内容について電話打ち合わせ

11月8日（月）

大津谷公園周辺において総合学習支援を実施

（10:30～11:30）

【機関・団体名】

【連携内容】
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報 告 様 式 ② 土木事務所名 （ 揖斐 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 氏 名 広瀬 隆男 内 線 341

支援校名 大垣市立綾里小学校 担当教員名 早野先生 対象学年 3年生

【事例概要】

実施日：平成22年11月8日（月）

時間 ：10:30～11:30

学習場所：大津谷公園

テーマ：「杭瀬川探検２～杭瀬川の上流へ」

・杭瀬川上流の川の様子、生息する生き物、

自然環境

・砂防ダムなど砂防工事の概要（内容、必要性）

・人と自然との共存のあり方

【工夫した点、苦労した点】

小学校3年生の生徒さんに理解し易いように、写真やパ

ネルの他に、紙模型を利用して砂防ダムの必要性を説明

した。

【子供達の反応】

実際に砂防ダムの現場まで沢沿の林道を歩いて登った

ことにより、山の高さや上流の川が急勾配であることを実

感していた。

【学校関係者からの意見】

模型などを用いた説明に子供たちは驚き、納得をしてい

た。また、ダムを間近に見た他、山や眼下の平野を見渡し

たことも印象深かったようだ。

【今後の課題・課題への提案】

模型を使っての説明の際に、子供たちにも繰り返し操作

してもらいより興味をもってもらうようにしたい。

【担当者として得たもの】

砂防事業に全く知識がない子供たちに説明することで、

自分自身が砂防事業の必要性を再認識できた。

模型を使っての砂防ダム効果説明

実際に砂防ダムを見ての工事説明

質問
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報 告 様 式 ③ 土木事務所名 （ 揖斐 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 氏 名 広瀬 隆男 内 線 341

支援校名 大垣市立綾里小学校 担当教員名 早野先生 対象学年 3年生

【新聞記事等】



45

報 告 様 式 ① 土木事務所名 （ 美濃 土木事務所 ）

土木事務所担当者名 高橋 君治 内線 322

支 援 学 校 名 関市立武芸小学校 Tel． 0575-46-3029

担 当 教 員 名 中村先生

対 象 学 年 3年生 18 名

年月 タイムテーブル 学校以外の連携機関

22/ 4

5

6

7

8

9

10

11

12

23/1

2

3

4 月 16 日（金） 関市役所をつうじて総合学習支援の意向調

査

4月 19 日（月） 小学校より支援依頼

5月 20 日（木） ＴＥＬにて意向確認打合せ日程調整

6月 25 日（金） 小学校にて打合せ

7月 6日（火） 武儀川において総合学習

（カワゲラウォッチング）

【機関・団体名】

【連携内容】



46

報 告 様 式 ② 土木事務所名 （ 美濃 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 河川砂防担当 氏 名 高橋 君治 内 線 322

支援校名 関市立武芸小学校 担当教員名 中村先生 対象学年 3年生

【事例概要】

日時 7月6日（火） 午前

内容 総合学習（カワゲラウォッチング）

場所 武儀川

【工夫した点、苦労した点】

・小学校3年生対象で、教室でのカワゲラウォッチング

に関する説明は初めてであったので、分かりやすく、

ポイントを絞ってパワーポイントを作成した。

【子供達の反応】

・パワーポイントの工夫も効いて、熱心に最後まで説

明を聞いてくれていた。

・時間を忘れて調査に没頭していた。

・びしょぬれになりながら、夢中で調査していた。

【学校関係者からの意見】

・カワゲラウォッチングで、お世話になりました。初めて

知ることがいっぱいで、とても楽しく取り組めました。

本当にありがとうございました

【今後の課題・課題への提案】

・とりまとめが少し慌ただしくなり、理解が深められた

かが、心配である。落ち着いてしっかり理解するに

は、教室に移ってとりまとめるのがいいかもしれな

い。

【担当者として得たもの】

・小学校 3 年生対象の説明の仕方、資料の作り方に

少し自信をもつことができた。

少し増水しているも、たくさんの生物が捕れました。

同定作業（なにが捕れたかな）

結果のとりまとめ
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報 告 様 式 ③ 土木事務所名 （ 美濃 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 河川砂防担当 氏 名 高橋 君治 内 線 322

支援校名 関市立武芸小学校 担当教員名 中村先生 対象学年 3年生

【児童のみなさんから素敵なお礼のお手紙をいただきました】
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報 告 様 式 ① 土木事務所名 （ 美濃 土木事務所 ）

土木事務所担当者名 高橋 君治 内線 322

支 援 学 校 名 関市立金竜小学校 Tel． 0575-28-2303

担 当 教 員 名 長尾先生

対 象 学 年 4年生 101 名

年月 タイムテーブル 学校以外の連携機関

22/ 4

5

6

7

8

9

10

11

12

23/1

2

3

4 月 16 日（金） 関市役所をつうじて総合学習支援の意向調

査

4月 22 日（木） 小学校より支援依頼

5月 20 日（木） ＴＥＬにて意向確認、打合せ日程調整

5月 26 日（水） 岐阜県博物館千藤先生と打合せ

5月 28 日（金） 漁協打合せ

6月 4日（金） 小学校にて打合せ

6月 14 日（月） 津保川において総合学習

（カワゲラウォッチング）

【機関・団体名】

県博物館 千藤学芸員

【連携内容】

講師、採補指導



49

報 告 様 式 ② 土木事務所名 （ 美濃 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 河川砂防担当 氏 名 高橋 君治 内 線 322

支援校名 関市立金竜小学校 担当教員名 長尾先生 対象学年 4年生

【事例概要】

日時 6月14 日（月） 午前

内容 総合学習（カワゲラウォッチング）

場所 津保川

【工夫した点、苦労した点】

・昨年度の反省をもとに、橋の下に集合し、説明を行

った。

【子供達の反応】

・津保川がきれいな川であることを確認し、これからも

津保川や長良川のきれいな環境を守っていきたいと

いう願いをもつことができた。

【学校関係者からの意見】

・「金竜の自然」というテーマで校区を流れる長良川に

ついて調べ、地域の自然を知り守って以降とする学

習をしている。その中の一つの活動として「津保川の

カワゲラウォッチング」を行った。学習のテーマに沿っ

た活動ができた。

・実際に川で子ども達が生き物をつかまえることで、ど

んな生き物がいるのか、どのくらいいるのか…などを

自分の目で見て、川の環境や生き物への関心が高

まり、理解が深まった。意欲的に学ぶことができた。

・カワゲラウォッチングに詳しい多くの方に教えていた

だけたので、安全に調査を行うことができた。

【今後の課題・課題への提案】

・小学生にはすこし難しいかもしれないが、津保川で

は、上下流の違いや、昔と今の違いなどに話を拡げ

られるといいと思った。

【担当者として得たもの】

・千藤先生から、説明や、進め方のポイントが学べた。

熱心に採補、時間が足りないくらい

協力して同定作業

解説、とりまとめ



50

報 告 様 式 ③ 土木事務所名 （ 美濃 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 河川砂防担当 氏 名 高橋 君治 内 線 322

支援校名 関市立金竜小学校 担当教員名 長尾先生 対象学年 4年生

【児童のみなさんに素敵なお礼のお手紙をいただきました】
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報 告 様 式 ① 土木事務所名 （ 美濃 土木事務所 ）

土木事務所担当者名 高橋 君治 内線 322

支 援 学 校 名 関市立上之保中学校 Tel． 0575-47-2004

担 当 教 員 名 井戸先生

対 象 学 年 1年生 12 名

年月 タイムテーブル 学校以外の連携機関

22/ 4

5

6

7

8

9

10

11

12

23/1

2

3

4 月 16 日（金） 関市役所をつうじて総合学習支援の意向調

査

5月 5日（水） 中学校より支援依頼

5月 6日（木） ＴＥＬにて意向確認、打合せ日程調整

5月 24 日（月） 中学校にて事前打合せ

6月 4日（金） 津保川において総合学習

（パックテストの授業）

【機関・団体名】

【連携内容】



52

報 告 様 式 ② 土木事務所名 （ 美濃 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 河川砂防担当 氏 名 高橋 君治 内 線 322

支援校名 関市立上之保中学校 担当教員名 井戸先生 対象学年 1年生

【事例概要】

日時 6月4日（金） 午後

内容 総合学習（パックテストの授業）

場所 上之保中および津保川

【工夫した点、苦労した点】

・中学レベルに合わせた授業になるよう心がけた。

【子供達の反応】

・津保川がきれいであるということが分かり喜んでい

た。また、きれいな川を守っていきたいという気持ち

になっていた。

・真剣に、また、楽しんで、実験にとりくんでいた。

・パックテストの扱いが中学生レベルに合っていて失

敗する生徒はいなかった。

【学校関係者からの意見】

・お忙しい中ご指導に来ていただき、ありがとうござい

ました。専門的な解説と体験によって、生徒たちが地

域の水質や環境についての関心を高めるとととも

に、科学的な資料をもとにして考えていくという姿勢

をもつための大切な機会となりました。

【今後の課題・課題への提案】

・パックテストの試薬を提供し、後日学校の宿泊学習

において、下流部の河川の水質との比較を学習され

たとのことであった。この支援が、その場の支援にと

どまらず、試薬を提供したことで、子どもたちの学習

の場が広がってとてもよかった。

【担当者として得たもの】

・中学レベルの授業について考えることができた。

津保川の現地で実験

結果のとりまとめと解説

津保川の水質にかんする考察



53

報 告 様 式 ① 土木事務所名 （ 美濃 土木事務所 ）

土木事務所担当者名 高橋 君治 内線 322

支 援 学 校 名 関市立上之保小学校 Tel． 0575-47-2013

担 当 教 員 名 春田先生

対 象 学 年 4年生 17 名

年月 タイムテーブル 学校以外の連携機関

22/ 4

5

6

7

8

9

10

11

12

23/1

2

3

4 月 16 日（金） 関市役所をつうじて総合学習支援の意向調

査

5月 7日（金） 小学校より支援依頼

5月 12 日（水） ヤマリン使用打合せ

5月 20 日（木） ＴＥＬにて意向確認、打合せ日程調整

5月 25 日（火） 小学校にて打合せ

5月 30 日（日） ヤマリン使用予約

6月 10 日（木） 津保川において総合学習

（カワゲラウォッチング）

7 月 1 日（木） 小学校において総合学習

（パックテストの授業）

【機関・団体名】

【連携内容】
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報 告 様 式 ② 土木事務所名 （ 美濃 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 河川砂防担当 氏 名 高橋 君治 内 線 322

支援校名 関市立上之保小学校 担当教員名 春田先生 対象学年 4年生

【事例概要】

日時 6月10 日（木） 午前

内容 総合学習（カワゲラウォッチング）

場所 津保川

日時 7月1日（木） 午後

内容 総合学習（パックテストの授業）

場所 上之保小学校

【工夫した点、苦労した点】

・ヤマリンをサプライズ登場させた。

【子供達の反応】

・カワゲラやヘビトンボ、コオニヤンマ、サワガニ、カワ

ムツなど多くの種類の水生生物を捕まえ、観察する

ことができて良かった。

・津保川の水質への興味・関心が高まり、「水生生物

のことをもっと調べたい。」「水がきれいかどうかを知

りたい。」という意欲をもつことができた。

・カワゲラやヘビトンボなどのきれいな水にすむ指標

生物が多くいたことから、上之保地区の津保川がき

れいであるということがわかり喜ぶことができた。ま

た、今後さらにきれいにし津保川を守っていきたいと

いう気もちになれた。

【学校関係者からの意見】

・水生生物を捕まえるための道具や見分けるための

資料、まとめるための集計表を準備していただけた

ため、課題追究がしやすかった。

・資料では分からない水生生物についても、教えても

らえてよく分かった。

・事前に連絡をとり、打合せをすることができたため、

安心して当日を迎えることができた。

・ヤマリンも応援に来てくれて、子ども達が大変喜ん

だ。

【今後の課題・課題への提案】

・移動がスムーズでなかったため時間をロスしたの

で、改善したい。

【担当者として得たもの】

・黒板を利用することが、分かりやすい説明につなが

った。

どんな生物がとれたかな。

応援に来たヤマリンと記念撮影

パックテスト実験、うまくできました。
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報 告 様 式 ① 土木事務所名 （ 美濃 土木事務所 ）

土木事務所担当者名 高橋 君治 内線 322

支 援 学 校 名 関市立下有知中学校 Tel． 0575-22-3179

担 当 教 員 名 羽賀先生

対 象 学 年 1年生 79 名

年月 タイムテーブル 学校以外の連携機関

22/ 4

5

6

7

8

9

10

11

12

23/1

2

3

4 月 16 日（金） 関市役所をつうじて総合学習支援の意向調

査

5月 7日（金） 中学校より支援依頼

5月 10 日（月） 実施日変更依頼

5月 24 日（月） 講師手配調整

5月 28 日（金） 漁協説明

5月 28 日（金） ＦＡＸにて場所打合せ

6月 3～4日 講師手配及び日程調整

6月 15 日（火） 講師日程調整

6月 29 日（火） 中学校にて最終打合せ

7月 7日（水） 寺田川において総合学習（水生生物調査）

【機関・団体名】

帝国建設コンサルタント

【連携内容】

講師、採補指導



56

報 告 様 式 ② 土木事務所名 （ 美濃 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 河川砂防担当 氏 名 高橋 君治 内 線 322

支援校名 関市立下有知中学校 担当教員名 羽賀先生 対象学年 1年生

【事例概要】

日時 7月7日（水） 午後

内容 総合学習（水生生物調査）

場所 寺田川

【工夫した点、苦労した点】

川幅が狭く、調査がやりにくかった。

同定作業までとし、集計、考察は学校側に任せた。

【子供達の反応】

・小さな川から、見たこともない水生生物を実際に捕獲

し、名前を知ることができ、インターネットや図鑑を使っ

た学習ではできない体験をすることができ、たいへん

学習になった。

・川に入れない生徒や素手で生物を捕獲できない生徒

はだれもいなくて、興味関心をもって活動することがで

きた。

【学校関係者からの意見】

・活動後、川の水質や生物に興味をもち、個人テーマを

設定し、更に調べ学習を進めることができた。

・支援してくださった方が、生徒達と一緒に川に入り、生

物の捕獲の仕方や名前を細かに教えて下さったの

で、生徒達はよく理解することができた。

・「きれいな水にいる生き物」「きたない水にいる生き物」

を分類させ、寺田川の状態を知りたかったが用水の水

が混じり、はっきりと区別することができなかった。

・寺田川の川幅が狭く、生徒79 人が活動しにくかった。

また、グループが12 もあり、教師は十分な支援ができ

なかった。

・川の水位などもあり、当日の朝まで実施判断ができな

いことで、学校での事前指導をいつ行えばよいか迷っ

た。

【今後の課題・課題への提案】

・事前指導に対する支援も行えるとよいと思う。

・場所を再検討してはどうか。

【担当者として得たもの】

・中学生レベルに合わせた支援のノウハウ

川幅が狭く79人での調査は難しかった。

調査がやりにくい中、皆が協力して調査できた。

たくさんの生物が捕獲できた。
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報 告 様 式 ① 土木事務所名 （ 美濃 土木事務所 ）

土木事務所担当者名 高橋 君治 内線 322

支 援 学 校 名 関市立博愛小学校 Tel． 0575-46-2129

担 当 教 員 名 山中先生

対 象 学 年 5年生 36 名

年月 タイムテーブル 学校以外の連携機関

22/ 4

5

6

7

8

9

10

11

12

23/1

2

3

4 月 16 日（金） 関市役所をつうじて総合学習支援の意向調

査

5月 10 日（月） 小学校より支援依頼

5月 19～20 日 ＴＥＬにて意向確認打合せ日程調整

6月 2日（水） 小学校にて打合せ

6月 11 日（金） 小学校にて再度打合せ、現地調査

6月 15 日（火） 武儀川において総合学習

（カワゲラウォッチング）

小学校において総合学習

（パックテストの授業）

【機関・団体名】

【連携内容】
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報 告 様 式 ② 土木事務所名 （ 美濃 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 河川砂防担当 氏 名 高橋 君治 内 線 322

支援校名 関市立博愛小学校 担当教員名 山中先生 対象学年 5年生

【事例概要】

日時 6月15 日（火） 午前

内容 総合学習

（カワゲラウォッチング、パックテストの授業）

場所 武儀川、博愛小学校

【工夫した点、苦労した点】

・事前に現地を調査し、草刈りを行った。

【子供達の反応】

・夢中になって生物を採補しており、時間が足りないく

らいであった。

・地域の川の汚れ具合を知り、「川をきれいにしたい」

という気持をもってくれた児童がたくさんいた。

【学校関係者からの意見】

・実際に川に入って、生きものをつかまえたり、自分達

でパックテストを行い、水の汚れを数値で確かめたり

する体験は、子ども達にとって大変楽しく、実り多い

学習となりました。

【今後の課題・課題への提案】

・カワゲラウォッチング～パックテストの流れの中で、

一つのストーリーや学習のねらいを明確にして洗練

された総合学習支援を目指したい。

【担当者として得たもの】

・初めて、ナベブタムシを確認し、正確に同定すること

ができた。指標生物ではないが、きれいな水に住む

ということであった。自信がもてた。

調査方法、うまくできています。

同定作業

パックテストの授業
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報 告 様 式 ③ 土木事務所名 （ 美濃 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 河川砂防担当 氏 名 高橋 君治 内 線 322

支援校名 関市立博愛小学校 担当教員名 山中先生 対象学年 5年生

【児童のみなさんから素敵なお礼のお手紙をいただきました】
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報 告 様 式 ① 土木事務所名 （ 美濃 土木事務所 ）

土木事務所担当者名 高橋 君治 内線 322

支 援 学 校 名 関市立富野小学校 Tel． 0575-29-0005

担 当 教 員 名 道家先生

対 象 学 年 5年生 17 名

年月 タイムテーブル 学校以外の連携機関

22/ 4

5

6

7

8

9

10

11

12

23/1

2

3

4 月 16 日（金） 関市役所をつうじて総合学習支援の意向調

査

5月 12 日（水） 小学校より支援依頼

5月 14 日（金） ＴＥＬにて意向確認

5月 28 日（金） 岐阜県博物館千藤先生と打合せ

9月 10 日（金） ＴＥＬにて打合せ日程調整

9月 22 日（水） 小学校にて打合せ

9月 22～23 日 千藤先生日程調整

10 月 6 日（水） 小野川において総合学習

（カワゲラウォッチング）

【機関・団体名】

県博物館 千藤学芸員

【連携内容】

講師、採補指導



61

報 告 様 式 ② 土木事務所名 （ 美濃 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 河川砂防担当 氏 名 高橋 君治 内 線 322

支援校名 関市立富野小学校 担当教員名 道家先生 対象学年 5年生

【事例概要】

日時 10月6 日（水） 午前

内容 総合学習（カワゲラウォッチング）

場所 小野川

【工夫した点、苦労した点】

・事前草刈りを実施した。その際、水際部の植生を残

し、生物の隠れる場所を残した。

・長時間屋外では寒いため、とりまとめは教室で行うこ

とにした。

【子供達の反応】

・水温がやや低かったものの、子どもたちは夢中にな

って生物を採取し、観察することができた。学習の振

り返りを教室に入って行ったため、落ち着いて考察す

ることができてよかった。

・川の中の石の下や川岸の草のところなど自分たちで

積極的に生物のいそうな所を考えて捕まえていた。

【学校関係者からの意見】

・最初に水生昆虫についての説明があったため、課題

を明確に持って活動することができた。学習する前に

は、小野川は「すごくきれい」だと子どもたちは思って

いたが、採取した昆虫の種類から、少し汚れていると

の判定が出て、驚いていた。下水もほとんど完備さ

れており、その原因は分かりにくいが、ふるさとの川

を美しくしたいという思いをこれからの自分の生活に

生かすことができるよう、今回学んだことを価値づけ

ていきたいと思った。

【今後の課題・課題への提案】

・今年度は、外部専門家に頼る回数を非常に少なく

し、職員のみで支援する回数が多くできた。特定の

職員のみに偏っているので、全員が講師となれるよ

う、各回で、分担して講義ができるようにするべきだ

と思う。

【担当者として得たもの】

・可能であればとりまとめを教室で行った方が落ち着

いてできることがわかった。

千藤先生による説明の様子。

寒さに負けず。

教室に移動してとりまとめ
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報 告 様 式 ① 土木事務所名 （ 美濃 土木事務所 ）

土木事務所担当者名 高橋 君治 内線 322

支 援 学 校 名 関市立安桜小学校 Tel． 0575-22-5421

担 当 教 員 名 長谷部先生

対 象 学 年 4年生 95 名

年月 タイムテーブル 学校以外の連携機関

22/ 4

5

6

7

8

9

10

11

12

23/1

2

3

4 月 16 日（金） 関市役所をつうじて総合学習支援の意向調

査

5月 12 日（水） 小学校より支援依頼

5月 14～20 日 電話にて意向確認、日程調整

5月 28 日（金） 漁協説明

6月 4日（金） 小学校にて打合せ

6月 22 日（火） 天候不順にて予備日（7 月 2 日）に変更

7月2日（金） 天候不順によりカワゲラウォッチングを取りや

め、急遽パックテストの授業に変更

【機関・団体名】

【連携内容】



63

報 告 様 式 ② 土木事務所名 （ 美濃 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 河川砂防担当 氏 名 高橋 君治 内 線 322

支援校名 関市立安桜小学校 担当教員名 長谷部先生 対象学年 4年生

【事例概要】

日時 7月2日（金） 午後

内容 総合学習（パックテスト）

場所 小学校ホール（関川河川水）

【工夫した点、苦労した点】

天候不順により急遽予定していなかったパックテスト

の授業に変更したため、準備がいきとどかなかった。

【子供達の反応】

・水のきれいさを色で判断できて不思議だった。

・増水していて濁っていたからきたないとおもっていた

けど、濁り具合と汚さとは違うことが分かった。

・ほんの少しのジュースをこぼしても、きれいにするに

はすごくたくさんの水がいることが分かった。

・魚がいっぱい住めるきれいな川になるといいと思っ

た。

【学校関係者からの意見】

・水質検査を実施したいと思っていたが、試薬を学校

で買うことはできないのであきらめていた。支援が得

られて大変助かった。よい経験になった。

・短い時間だったが結果についてはよく分かった。そ

れが意味することは、事後にもう一度確認することで

理解することができた。

・学校行事の関係で、カワゲラウォッチングができなか

ったのがとても残念だった。

【今後の課題・課題への提案】

・急な予定変更にも対応できるだけの準備をしておくと

なお、学校のニーズに応えることができるはず。

【担当者として得たもの】

・大きなホールで、大人数での講義を経験し、教室と

の違い、全体への説明の難しさが解った。

実験のやり方を説明

ホールと理科室で実験（理科室の模様）

電子黒板でのとりまとめ



64

報 告 様 式 ① 土木事務所名 （ 美濃 土木事務所 ）

土木事務所担当者名 高橋 君治 内線 322

支 援 学 校 名 関市立洞戸小学校 Tel． 0581-58-2024

担 当 教 員 名 倉坪先生

対 象 学 年 4年生 26 名

年月 タイムテーブル 学校以外の連携機関

22/ 4

5

6

7

8

9

10

11

12

23/1

2

3

4 月 16 日（金） 関市役所をつうじて総合学習支援の意向調

査

5月 13 日（木） 小学校より支援依頼

5月 20 日（木） ＴＥＬにて意向確認打合せ日程調整

5月 31 日（月） 小学校にて打合せ

6月 16 日（水） 河川増水のため順延

6月 17 日（木） 板取川において総合学習

（カワゲラウォッチング）

【機関・団体名】

【連携内容】



65

報 告 様 式 ② 土木事務所名 （ 美濃 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 河川砂防担当 氏 名 高橋 君治 内 線 322

支援校名 関市立洞戸小学校 担当教員名 倉坪先生 対象学年 4年生

【事例概要】

日時 6月17 日（金） 午前

内容 総合学習（カワゲラウォッチング）

場所 板取川

【工夫した点、苦労した点】

・昨年の実施箇所が増水していたため、下流地点で調

査可能な箇所を選定した。

【子供達の反応】

・広範囲に積極的に調査していた。

・とりまとめを河原で行ったが、炎天下で辛そうであっ

た。

【学校関係者からの意見】

・延期日程調整や、実施場所の変更など、ご配慮いた

だき、無事に行うことができました。

・河川の状況が思わしくない中、生き物の見つけ方や

これまで知らなかった名前などを教えていただけたこ

とで、子どもたちにとって大変貴重な機会となりまし

た。また、この美しい川や自然を守って生きたいとい

う気もちが高まったようで、後の学習にも意欲的に取

り組んでおります。

【今後の課題・課題への提案】

・とりまとめを行う際の状況に配慮して場所等を選定し

たほうがよいと思った。

【担当者として得たもの】

・天候によっては、晴れていても増水することがあるの

で、調査箇所の候補地点は事前に下見し、調査可能

箇所を2～数カ所選定しておくとよいと思った。

生物のいそうなところを考えて調査できた

協力して同定作業

白い河原は暑かった
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報 告 様 式 ③ 土木事務所名 （ 美濃 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 河川砂防担当 氏 名 高橋 君治 内 線 322

支援校名 関市立洞戸小学校 担当教員名 倉坪先生 対象学年 4年生

【児童のみなさんから素敵なお礼のお手紙をいただきました】
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報 告 様 式 ① 土木事務所名 （ 美濃 土木事務所 ）

土木事務所担当者名 高橋 君治、山賀 博文 内線 322

支 援 学 校 名 美濃市立牧谷小学校 Tel． 0575-37-0005

担 当 教 員 名 中田先生

対 象 学 年 5年生 22 名

年月 タイムテーブル 学校以外の連携機関

22/ 4

5

6

7

8

9

10

11

12

23/1

2

3

4 月 16 日（金） 美濃市役所をつうじて総合学習支援の意向

調査

5月 20 日（木） 小学校より支援依頼

5月 21 日（金） 小学校にて打合せ

5月 31 日（月） 板取川において総合学習

（カワゲラウォッチング）

9 月 22 日（水） 講義内容について打ち合わせ

9月 28 日（火） 総合学習 実施（砂防）

【機関・団体名】

【連携内容】
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報 告 様 式 ② 土木事務所名 （ 美濃 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 河川砂防担当 氏 名 高橋 君治 内 線 322

支援校名 美濃市立牧谷小学校 担当教員名 中田先生 対象学年 5年生

【事例概要】

日時 5月31 日（月） 午前

内容 総合学習（カワゲラウォッチング）

場所 板取川

【工夫した点、苦労した点】

・依頼から実施日までの期間が短く、準備調整等がた

いへんだった。

【子供達の反応】

・実際に自分達の手で調べてみて、「板取川は『きれ

い』」ということがわかりました。予想と違ったことで、

その後の環境学習の意欲付けとなりました。

・「身近な板取川の環境を、自分達の手で守っていき

たい。」という意識を持つことができました。

・「きれい」「少し汚い」「汚い」「とても汚い」の 4 段階の

うち「少し汚い」と予想する児童が 19 人と多くいたの

は、保護者や地域の人から「以前より汚れている」引

用を聞かされているからだと思います。

【学校関係者からの意見】

・4 名の職員の方にお世話をしていただいて、安全に

実施することができまして、感謝しております。必要

な道具や活動場所の安全確認など、事前の準備をし

ていただいたことを感謝しております。

【今後の課題・課題への提案】

・楽しいカワゲラウォッチングにとどまらず、「きれいな

川を守る」「川をきれいにする」ことを考えるきっかけ

となるような総合学習支援を行っていきたい。

【担当者として得たもの】

・記事に若干の誤認があり、説明不足を反省する。

うまく捕まえられました

仲間と協力、同定作業

とりまとめ
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報 告 様 式 ② 土木事務所名 （ 美濃 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 氏 名 山賀 博文 内 線 324

支援校名 美濃市立牧谷小学校 担当教員名 中田先生 対象学年 5年生

【事例概要】

日時 9月28 日（火） 午後（5時間目）

場所：牧谷小学校

内容：自然災害ってなに？

なぜ土砂災害？

土石流・がけ崩れ・地すべりとは？

砂防とは？

【工夫した点、苦労した点】

１時間の授業で何種類もの土砂災害や対策工を紹

介することとしたが、種類の違いをわかりやすくするた

め図や模型実験、実際の災害時の動画など、複数の

資料を使って繰返し説明した。

【子供達の反応】

・プレゼンテーションの中に、写真、動画、アニメーショ

ンなど、視覚に訴える資料がたくさんあったため、最

後まで興味深く土砂災害のおそろしさや仕組みを学

ぶことができた。

【学校関係者からの意見】

・視覚に訴える様々な資料のおかげで、子どもたちに

は土砂災害のおそろしさや仕組みがよくわかった。

・プレゼンテーション中のスライドは、短いキーワード

で表現してあることが多く、わかりやすいものだっ

た。

・担当の方の専門家ならではの説明が、子どもたちに

分かりやすかった。

【今後の課題・課題への提案】

今回は授業形式のみであったが、立木を捕捉するな

ど効果を発現した施設があれば現地見学を実施して

効果を実感してもらうことも検討したい。

【担当者として得たもの】

普段児童を対象に説明することがないので、わかり

やすい表現を工夫する経験になった。

授業の様子

アニメーションや動画を使って災害の種類や

対策工を説明。

土石流発生の様子を動画で紹介。
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報 告 様 式 ③ 土木事務所名 （ 美濃 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 河川砂防担当 氏 名 高橋 君治 内 線 322

支援校名 美濃市立牧谷小学校 担当教員名 中田先生 対象学年 5年生

【新聞記事等】

平成 22 年 6 月 2 日(水) 中日新聞 中濃版

平成 22 年 6 月 2 日(水) 中日新聞 中濃版
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報 告 様 式 ① 土木事務所名 （ 美濃 土木事務所 ）

土木事務所担当者名 高橋 君治 内線 322

支 援 学 校 名 美濃市立中有知小学校 Tel． 0575-33-1115

担 当 教 員 名 山口先生

対 象 学 年 4年生 34 名

年月 タイムテーブル 学校以外の連携機関

22/ 4

5

6

7

8

9

10

11

12

23/1

2

3

4 月 16 日（金） 美濃市役所をつうじて総合学習支援の意向

調査

5月 25 日（火） 小学校より支援依頼

6月初旬 ＴＥＬにて意向確認、打合せ日程調整

6月 15 日（火） 小学校にて打合せ

6月 29 日（火） 小学校において総合学習

（パックテストの授業）

7 月 2 日（金） 小俣川において総合学習

（カワゲラウォッチング）

【機関・団体名】

【連携内容】
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報 告 様 式 ② 土木事務所名 （ 美濃 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 河川砂防担当 氏 名 高橋 君治 内 線 322

支援校名 美濃市立中有知小学校 担当教員名 山口先生 対象学年 4年生

【事例概要】

日時 6月29 日（火） 午前

内容 総合学習（パックテストの授業）

場所 中有知小学校

日時 7月2日（金） 午前

内容 総合学習（カワゲラウォッチング）

場所 小俣川

【工夫した点、苦労した点】

・とりまとめ箇所がアスファルト舗装で昨年度、暑かっ

たため、今年度は午前中とした。

【子供達の反応】

・知らない生き物がたくさんいてびっくりした。

・予想は「少しきたない」、結果は「きたない」となり残

念、きれいな川にしたい。

・わからない生物も捕まえられて楽しかった。

【学校関係者からの意見】

・お忙しい中、たいへんお世話になりました。今回の 2

つの体験を通して、小俣川の水質について理解する

だけでなく、自分たちのふるさとの川を美しく守ってい

きたいという願いをもつことができました。児童は思

ったより川が汚れていることにショックだったようで

す。また、このことを家庭でも話題にできたところが

多かったようです。

【今後の課題・課題への提案】

・農業排水の流入が多いため実際の河川水よりは汚

れている感じがする。その辺の因果関係など、もう少

し深く学ばせてあげられるといいと思った。

・4 年生でのパックテストは少し難しく、失敗も多いの

で、うまくいくために何か工夫できるといいと思った。

【担当者として得たもの】

・今回はじめて、児童自らが考えてとりまとめが行わ

れ、このような進め方もいいとおもった。

一生懸命とりくむことができました

児童の司会によるカワゲラウォッチング結果のとりま

とめ

どの色に変わるかな。
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報 告 様 式 ③ 土木事務所名 （ 美濃 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 河川砂防担当 氏 名 高橋 君治 内 線 322

支援校名 美濃市立中有知小学校 担当教員名 山口先生 対象学年 4年生

【児童のみなさんから素敵なお礼のお手紙をいただきました】
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報 告 様 式 ① 土木事務所名 （ 美濃 土木事務所 ）

土木事務所担当者名 高橋 君治 内線 322

支 援 学 校 名 美濃市立藍見小学校 Tel． 0575-33-1116

担 当 教 員 名 桝井先生

対 象 学 年 4年生 31 名

年月 タイムテーブル 学校以外の連携機関

22/ 4

5

6

7

8

9

10

11

12

23/1

2

3

4 月 16 日（金） 美濃市役所をつうじて総合学習支援の意向

調査

5月 25 日（火） 小学校より支援依頼

5月 31 日（月） ヤマリン使用予約

6月 3日（木） 小学校にて打合せ

6月 3～4日 講師日程調整

6月 7日（月） 渡来川において総合学習

（カワゲラウォッチング）

6 月 18 日（金） 藍見小学校にて総合学習

（パックテストの授業）

【機関・団体名】

帝国建設コンサルタント

【連携内容】

講師、採補指導
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報 告 様 式 ② 土木事務所名 （ 美濃 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 河川砂防担当 氏 名 高橋 君治 内 線 322

支援校名 美濃市立藍見小学校 担当教員名 桝井先生 対象学年 4年生

【事例概要】

日時 6月7日（月） 午前

内容 総合学習（カワゲラウォッチング）

場所 渡来川

日時 6月18 日（金） 午前

内容 総合学習（パックテストの授業）

場所 藍見小学校

【工夫した点、苦労した点】

・ヤマリンのサプライズ登場

【子供達の反応】

・子ども達は、朝からカワゲラウォッチングを楽しみに

していて、足が地に着いていないような児童もいまし

た。

・カワムツやヨシノボリ・サワガニなどを普段捕まえた

ことがない児童がほとんどでした。捕まえたことの喜

びと自分で飼ってみたいという思いを抱いている児

童が多く、家に持って帰りたがる児童が多くいまし

た。しかし、命を大切にするために、エアーポンプの

ある学校の大きな水槽で飼うことになり、毎日、エサ

をあげて育てています。

・また、カワゲラウォッチング当日は、ヤマリンのスペ

シャル・サプライズゲストも来て頂き、子ども達は、大

喜びでした。

【学校関係者からの意見】

・昨年同様、多くの方に来て頂き、安全面や事前の準

備等、配慮が行き届いていてとてもありがたかったで

す。

・魚の捕まえ方も網を投げて捕まえる方法やカゴを仕

掛けておいて捕まえる方法やたもを使って捕まえる

方法などいろいろな方法を教えて頂き、子ども達の

興味関心が高まりました。

・パックテストの学習で川の水をきれいにしていこうと

いう意識をもったり、藍見の自然を守っていくために

は、どんなことが自分としてできるかを考えたりでき

ました。

【今後の課題・課題への提案】

・川の汚れる原因やきれいな川を守ることについてな

どに話を拡げられるとなおいいと思う。

【担当者として得たもの】

・比較的多くの種が採補できたため、より知識を深め

ることができた。

ヤマリンも応援

腰まで、胸まで浸かって採補

パックテストの授業
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報 告 様 式 ① 土木事務所名 （ 郡上 土木事務所 ）

土木事務所担当者名 松本 省吾 内線 342

支 援 学 校 名 郡上市立明宝小学校 Tel． 0575-87-2132

担 当 教 員 名 羽田野先生・後藤先生

対 象 学 年 4年生 27 名

年月 タイムテーブル 学校以外の連携機関

22/ 4

5

6

7

8

9

10

11

12

23/1

2

3

7 月 30 日（金） 明宝小学校と第 1回打ち合わせ（小学校）

8 月 19 日（木） 明宝小学校と第 2回打ち合わせ（小学校）

9 月 2 日（木） 総合学習実施

砂防えん堤、魚道の役割を教室にて説明（小学校）

砂防えん堤と魚道を見学（上坂本坂本えん堤）

【機関・団体名】

【連携内容】
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報 告 様 式 ② 土木事務所名 （ 郡上 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 氏 名 松本 省吾 内 線 342

支援校名 郡上市立明宝小学校 担当教員名 羽田野先生・後藤先生 対象学年 4年生

【事例概要】9 月 2 日（木）

8:40～9:30（教室） 明宝小学校

『土石流と砂防えん堤の役割、魚道について』説明

10:10～11:20（現地調査）吉田川（上坂本魚道）

魚道内の観察（遡上状況、流速測定）、えん堤周辺

な魚の捕獲（投網）、魚とのふれあい

【工夫した点、苦労した点】

・砂防えん堤の必要性について、パワーポイントや動

画により分かりやすく説明しました。

・移動のバスの中でも途中に点在する砂防えん堤を

紹介して、身近にあるえん堤の存在を知っていただ

いた。

･事前に危険箇所を確認し、ロープ等で安全対策や人

の配置を行なった。

【子供達の反応】

・いつも身近にあった砂防えん堤とそこに作られてい

る魚道のしくみを理解することができ、どの子も関し

ていた。

･実際の土石流の映像をみせることで、その災害の怖

さを理解してもらえた。

･我々が砂防えん堤を管理していることが、土石流か

ら自分たちの生活を守ってくれていることと感謝して

いた。

【学校関係者からの意見】

･吉田川という美しい川が近くにあり、恵まれた環境が

身近にあることを認識した。その中で砂防えん堤や

魚道といった施設に関心を持つことが出来ました。

･細部にわたって工夫していただき、子どもたちの安全

を考えながらも学習を大事にしていただいたので、子

どもたちなりに勉強できたと思います。

【今後の課題・課題への提案】

･今回無事故で終わることが出来たが、施設周辺には

危険も多いことから、今後は事故発生時の対応等を

学校サイドと十分に整理し、管理責任範囲を明確に

しておきたい。

【担当者として得たもの】

・安全面での更なる徹底を図る必要性を痛感した。

・今後は、より安全な室内学習で何が出来るか学校サ

イドと調整していきたい。

・他事務所にも安全面の責任の明確化を学校とする

よう強く進める。

教室にて、パワーポイントにより砂防えん堤、魚道に

ついて説明。

アマゴの遡上や流速を測ったりして、魚道の中の様

子を観察しました。

砂防えん堤の下で投網の実演を行い、採れたアマゴ

を観察しています。この後アマゴのつかみ取りを行な

い、魚の感触を体験しました。
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報 告 様 式 ③ 土木事務所名 （ 郡上 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 氏 名 松本 省吾 内 線 342

支援校名 郡上市立明宝小学校 担当教員名 羽田野先生・後藤先生 対象学年 4年生

【新聞記事等】

平成 22年 9月 10日（金）
建通新聞 業界･行政ニュース平成 22年 9月 8日（水）

中日新聞 中濃版
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報 告 様 式 ③ 土木事務所名 （ 郡上 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 氏 名 松本 省吾 内 線 342

支援校名 郡上市立明宝小学校 担当教員名 羽田野先生・後藤先生 対象学年 4年生

【新聞記事等】
平成 22年 9月 6日（月） 明宝小学校 4年学年通信
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報 告 様 式 ③ 土木事務所名 （ 郡上 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 氏 名 松本 省吾 内 線 342

支援校名 郡上市立明宝小学校 担当教員名 羽田野先生・後藤先生 対象学年 4年生

【新聞記事等】
平成 22年 9月 8日（水） 明宝小学校 4年学年通信
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報 告 様 式 ① 土木事務所名 （ 可茂 土木事務所 ）

土木事務所担当者名 遠藤 浩 内線 325

支 援 学 校 名 七宗町立神渕小学校 Tel． 0574-46-1210

担 当 教 員 名 渡辺先生

対 象 学 年 4年生 11 名

年月 タイムテーブル 学校以外の連携機関

22/ 4

5

6

7

8

9

10

11

12

23/1

2

3

5 月 26 日(水)

16:00 より神渕小学校にて、支援内容等について打合せ

6月 1日(火) 総合学習 13:50～15:10

学習場所：神渕川

① 水生生物調査(カワゲラウォッチング)

6 月 2 日(水) 総合学習 13:50～14:35

学習場所：神渕小学校理科教室

① 水生パックテストによる水質検査

② 川の水生生物の種類と水のきれいさについて

③ 急な増水など川の危険性について

【機関・団体名】

七宗町農林建設課

【連携内容】

総合学習支援の援助

報 告 様 式 ② 土木事務所名 （ 可茂 土木事務所 ）
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所 属 河川砂防課 河川砂防担当 氏 名 遠藤 浩 内 線 325

支援校名 七宗町立神渕小学校 担当教員名 渡辺先生 対象学年 4年生

【事例概要】

6 月1 日(火) 総合学習 13:50～15:10

学習場所：神渕川

① 水生生物調査(カワゲラウォッチング)

6 月2 日(水) 総合学習 13:50～14:35

学習場所：神渕小学校理科教室

①パックテストによる水質検査

②川の水生生物の種類と水のきれいさについて

③急な増水など川の危険性について

【工夫した点、苦労した点】

・児童が安全に水面へ降りられるよう、仮設の階段工

を設置した。

・川の深み流れの急な場所に児童が行かないよう、事

前にポール等で調査範囲を明示した。

【子供達の反応】

・神渕川には、色々な種類の生物がたくさん棲んでい

る。

・きれいな川を守るためには、みんなが協力しなけれ

ばならない。

【学校関係者からの意見】

・水生生物調査について、校舎内での学習と異なり、

自然と触れ合う機会を与えられ、児童達は生き生き

と学ぶことができた。

【担当者として得たもの】

・支援後には、児童たちから感謝のお礼状をいただ

き、支援の意義を実感した。

水生生物調査(カワゲラウォッチング)の様子

「川をきれいに」をテーマにした環境学習の様子

パックテストによる水質検査の様子
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報 告 様 式 ③ 土木事務所名 （ 可茂 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 河川砂防担当 氏 名 遠藤 浩 内 線 325

支援校名 七宗町立神渕小学校 担当教員名 渡辺先生 対象学年 4年生

【新聞記事等】
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報 告 様 式 ① 土木事務所名 （ 多治見 土木事務所 ）

土木事務所担当者名 中島 紀代 内線 320

支 援 学 校 名 瑞浪市立瑞浪小学校 Tel． 0572-68-4535

担 当 教 員 名 藤井先生

対 象 学 年 5年生 68 名

年月 タイムテーブル 学校以外の連携機関

22/ 4

5

6

7

8

9

10

11

12

23/1

2

3

9 月 29 日（水） 体験学習（万尺川）

10 月 6 日（水） 体験学習（万尺川）

多治見市土岐川観察館
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報 告 様 式 ② 土木事務所名 （ 多治見 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 氏 名 中島 紀代 内 線 320

支援校名 瑞浪市立瑞浪小学校 担当教員名 藤井先生 対象学年 5年生

【事例概要】

日時 9月29 日（水） 午前

内容 生き物調査、自然災害について

場所 万尺川

【工夫した点、苦労した点】

急に深くなっている箇所があるため、子どもたちの安

全に気を配った。

【子供達の反応】

こわごわ川に入っていた子どもも、だんだん夢中にな

って、移動していた。

【学校関係者からの意見】

身近な川の様子やそこに生息している生物について

学ぶことができる良い機会になった。

【今後の課題・課題への提案】

子どもたちへの説明にあたっては、専門用語をわか

りやすくするよう工夫を検討していきたい。

川に親しみを持ってもらうと同時に、川の怖さも知っ

てもらうよう、話をしていきたい。

【担当者として得たもの】

子どもたちの野外活動及び生き物への好奇心の強

さを感じた。

【生き物調査】

川に入る前に、道具の使い方などの注意点を話し

ました。

【生き物調査】

万尺川に入り、どんな生き物が生息しているのか

調査しました。

【自然災害について】

自然災害や川の施設の必要性、日頃の注意点等を

話しました。
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報 告 様 式 ② 土木事務所名 （ 多治見 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 氏 名 内藤 英徳 内 線 320

支援校名 瑞浪市立瑞浪小学校 担当教員名 藤井先生 対象学年 5年生

【事例概要】

日時 10月 6日（水） 午前10:00～12:00

内容 生き物調査、自然災害について

場所 万尺川

【工夫した点、苦労した点】

川の中を移動する生徒たちがつまづいたり、溺れた

りしないように、河床の状況を注意しながら子どもたち

の安全に気を配った。

【子供達の反応】

魚の種類や生態についても関心が高く、多くの質問

を受けた。

【学校関係者からの意見】

身近な川の様子やそこに生息している生物について

学ぶことができ、そこから河川環境について考える良

い機会になった。

【今後の課題・課題への提案】

生徒への説明にあたっては、分かりやすいように紙

芝居や模型などを使って説明する工夫を検討していき

たい。

また、自然環境と自然災害から生命・財産を守る河

川整備をバランスよく両立させることが大事であると

伝えていきたい。

【担当者として得たもの】

子どもたちの野外活動及び生き物への好奇心の強

さを感じた。自然環境の学習は何よりもまず現場に入

って観察することが第一だと思った。

【生き物調査】

川に入る前に、道具の使い方などの注意点を話し

ました。

【生き物調査】

万尺川に入り、どんな生き物が生息しているのか

調査しました。

【自然災害について】

自然災害や川の施設の必要性、日頃の注意点等を

話しました。
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報 告 様 式 ① 土木事務所名 （ 多治見 土木事務所 ）

土木事務所担当者名 伊藤昌志・水野貴仁 内線 320

支 援 学 校 名 多治見市立根本小学校 Tel． 0572-20-0122

担 当 教 員 名 熊崎先生

対 象 学 年 4年生 126 名

年月 タイムテーブル 学校以外の連携機関

22/ 4

5

6

7

8

9

10

11

12

23/1

2

3

10 月 1 日（金） ガサガサ探険隊（大原川） 多治見市土岐川観察館
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報 告 様 式 ② 土木事務所名 （ 多治見 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 河川砂防担当 氏 名 伊藤昌志・水野貴仁 内 線 320

支援校名 多治見市立根本小学校 担当教員名 熊崎先生 対象学年 4年生

【事例概要】

大原川ガサガサ探険隊

場所：多治見市根本町

10月1 日（金） 9:30～12:00

テーマ「ガサガサ探険」

①魚類調査の方法、河川砂防施設の必要性等につ

いて生徒たちに説明した。

②ガサガサ探険

調査箇所を2箇所に分け、ガサガサ探険を行った。

③水質調査・生物の確認

【工夫した点、苦労した点】

・子供たちが元気であったため、監視等に気を配っ

た。

・写真パネルを多く使い、出来る限りイメージを伝えや

すくした。

【子供達の反応】

・子供たちは元気に楽しみながら、魚を捕まえてい

た。

魚の種類や生態についても興味・関心が非常に高

く、様々な質問が多く出ました。

【学校関係者からの意見】

・子供たちは、河川環境等について学ぶ良い機会に

なった。

・多くの方にサポートしていただきながら調査できたの

で安全に観察ができた。

【今後の課題・課題への提案】

・子供たちの目線からの意見を聞くことによって、河川

の成り立ちや施設について日頃気を配らないような

ことに気づかされた。

【川の話を聞こう】

川の生態や、ガサガサ探険の注意点等について解説

しました。

【ガサガサ探険】

落差工の上下流２箇所にわかれてガサガサ探険を行

いました。

【水質調査・生物の確認について】

水質調査や PH等の調査をしました。
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報 告 様 式 ① 土木事務所名 （ 多治見 土木事務所 ）

土木事務所担当者名 山野 晃裕 内線 320

支 援 学 校 名 多治見市立池田小学校 Tel． 0572-22-0883

担 当 教 員 名 浅野先生

対 象 学 年 4年生 54 名

年月 タイムテーブル 学校以外の連携機関

22/ 4

5

6

7

8

9

10

11

12

23/1

2

3

10 月 5 日（火） 体験学習（大原川） 多治見市土岐川観察館
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報 告 様 式 ② 土木事務所名 （ 多治見 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 氏 名 山野 晃裕 内 線 320

支援校名 多治見市立池田小学校 担当教員名 浅野先生 対象学年 4年生

【事例概要】

日時 10 月 5日（火） 午前

内容 生き物調査、水質調査、自然災害について

場所 大原川

【工夫した点、苦労した点】

流れが速くなったり、急に深くなっている箇所がある

ため、子どもたちの安全に気を配った。

【子供達の反応】

元気に楽しみながら魚などを捕まえていた。

川に入るのが楽しそうだった。

【学校関係者からの意見】

身近な川の様子やそこに生息している生物について

学ぶことができる良い機会になった。

【今後の課題・課題への提案】

子どもたちから捕まえた生き物の名前を聞かれたり

しても、答えられないことがあった。

【担当者として得たもの】

子どもたちにわかりやすく話をするにあたり、改め

て川の成り立ちや、災害の怖さ、施設の目的など見直

すことができた。

【生き物調査】

大原川に入り、どんな生き物が生息しているのか

調査しました。

【水質調査】

大原川の水温、ｐＨ、ＣＯＤ、透視度を調査しまし

た。

【自然災害について】

自然災害や川の施設の必要性、日頃の注意点等を

話しました。
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報 告 様 式 ① 土木事務所名 （ 恵那 土木事務所 ）

土木事務所担当者名 中島 広樹 内線 345

支 援 学 校 名 恵那市立岩邑小学校 Tel． 0573-43-2515

担 当 教 員 名 国枝先生

対 象 学 年 4年生 49 名

年月 タイムテーブル 学校以外の連携機関

22/ 4

5

6

7

8

9

10

11

12

23/1

2

3

5 月上旬

岩村ダム見学、岩村川水生生物調査（カワゲラウォッチン

グ）の依頼を受ける。

5 月中旬～6月上旬

岩村ダム見学について、日程等の調整を行う。

6 月 14 日（月）

岩村ダム見学会（ダムの多目的な機能、仕組みの説明、

ダム内施設の案内）

6 月下旬～7月上旬

岩村川水生生物調査について日程等の調整を行う。

7 月 6 日（火）

岩村川にて水生生物調査を実施する。

【機関・団体名】

【連携内容】
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報 告 様 式 ② 土木事務所名 （ 恵那 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 河川砂防担当 氏 名 中島 広樹 内 線 345

支援校名 恵那市立岩邑小学校 担当教員名 国枝先生 対象学年 4年生

【事例概要】

１． 岩村ダム見学会〔6月14日（月）〕

土木事務所職員の案内によりダム内の施設（操作

室、ダム堤体内）を見学し、ダムの多目的な機能

（洪水調節、流水維持、利水）、ダムの仕組みにつ

いて４年生児童が学習した。

２． 岩村川水生生物調査〔7月6日（火）〕

身近な川を通じ、自然環境の大切さや川の豊かさに

ついて4年生児童が学んだ。

【工夫した点、苦労した点】

・監査廊内での見学時、水生生物調査時の児童の

安全管理

・水生生物に関する知識があまりなく、児童の質問

に十分答えられなかった。

【子供達の反応】

・ダム監査廊に入ってもらい、ダム見学を楽しんで

いた。

・水生生物調査では、川にたくさんの生き物がいる

ことを知り、河川に対して親しみを持ったようであ

る。

・元気よくいろいろな質問や発言をしていた。

【学校関係者からの意見】

・岩村ダムに対する理解も深まり、岩村川の現状を

知ることで、環境を守ろうとする意識が育ってくれ

たと思う。

【今後の課題・課題への提案】

・生徒に分かり易く説明できるように、河川・環境等

の知識を増やす。

【担当者として得たもの】

・生徒と共に行動することにより「川の魅力」を再認

識できた。

岩村ダム見学会（事務室にて）

水生生物調査（岩村川にて）

水生生物調査（岩村川にて）
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報 告 様 式 ③ 土木事務所名 （ 恵那 土木事務所 ）

所 属 河川砂防担当 氏 名 中島 広樹 内 線 345

支援校名 恵那市立岩邑小学校 担当教員名 国枝先生 対象学年 4年生

【新聞記事等】

中日新聞 朝刊 東濃版

平成22年6月16 日（水） 平成22年7月9 日（金）
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報 告 様 式 ① 土木事務所名 （ 恵那 土木事務所 ）

土木事務所担当者名 川出 真嗣 内線 346

支 援 学 校 名 恵那市立中野方小学校 Tel． 0573-23-2004

担 当 教 員 名 平井先生

対 象 学 年 4年生 11 名

年月 タイムテーブル 学校以外の連携機関

22/ 4

5

6

7

8

9

10

11

12

23/1

2

3

5 月 26 日（水） 恵那市企画部を通じて土木事務所に依頼。

6 月 8 日（火） 中野方ダムにて実施。

・ ダム管理事務所にて、ダムの役割の説明。

・ 施設内の案内(取水塔、ポンプ室、提体内監査廊)

【機関・団体名】

恵那市

【連携内容】
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報 告 様 式 ② 土木事務所名 （ 恵那 土木事務所 ）

所 属 恵那土木事務所 氏 名 川出 真嗣 内 線 346

支援校名 恵那市立中野方小学校 担当教員名 平井先生 対象学年 4年生

【事例概要】

多目的ダムとして建設された「中野方ダム」にて役割

についての考察、施設見学を含めた総合学習。

【工夫した点、苦労した点】

ダムの規模・効果を子供達の身近なものに置き換え

て説明した。

【子供達の反応】

ダムがあることは知っていてもその仕組みを知ること

はあまりなく興味を示していた。また、普段は入れない

堤体内の見学も楽しんでいた。

【学校関係者からの意見】

次年度以降の継続要望。

【今後の課題・課題への提案】

特になし

【担当者として得たもの】

技術的なことを小学生の立場になって説明するスキ

ル。

管理棟での説明

操作室見学

堤体内監査廊見学
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報 告 様 式 ① 土木事務所名 （ 下呂 土木事務所 ）

土木事務所担当者名 宇田 将隆 内線 323

支 援 学 校 名 下呂市立小坂小学校 Tel． 0576-62-2724

担 当 教 員 名 野村先生

対 象 学 年 4年生 12 名

年月 タイムテーブル 学校以外の連携機関

22/ 4

5

6

7

8

9

10

11

12

23/1

2

3

◆ 6 月 7 日（月）

「下呂市環境課と打合せ」

市環境課のカワゲラウォッチング実施計画表により、土

木との共催を依頼する。

◆ 7月 8日（木）

「小坂・大洞川 カワゲラウオッチング・砂防事業説明実

施」

【機関・団体名】

・ 下呂市環境課

【連携内容】
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報 告 様 式 ② 土木事務所名 （ 下呂 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 氏 名 宇田 将隆 内 線 323

支援校名 下呂市立小坂小学校 担当教員名 野村先生 対象学年 4年生

【事例概要】

7月8日（木） 13:00～14:30

「カワゲラウォッチング」

小坂・大洞川で実施

◆同日 14:30～14:50

｢砂防について｣

パネルを使い砂防事業について説明

「河川水難事故防止について」

川で遊ぶ際についての注意点について説明

【工夫した点、苦労した点】

・ パネルを作成し、屋外でできるようにした。

・ パネルに絵を多く使い、目で見てわかるようにし

た。

【子供達の反応】

・ カワゲラウォッチングでは、多くの水生生物が川

の中に棲んでいることを知り、また小坂・御洞川が

きれいな川であることを認識できた様子であった。

・ 土石流の危険性やどのような場所が危険なのか

真剣に聞きいていた。

・ 川で遊ぶときには、雨に注意する等の注意点を認

識してもらえた。

【学校関係者からの意見】

・ 普段遊んでいる川に棲んでいる生物について子

供達が興味を持ててよかった。

・ パネルでの説明だけは、こども達が理解するのは

難しいようです。

【今後の課題・課題への提案】

・ パネルのみの説明では、子供たちに理解してもら

うのは難しいため、模型等使い、河川・砂防につ

いて紹介するとより理解が深まると思う。

【担当者として得たもの】

・ 川の環境について、捕まえた虫をとおして子供達

が興味を持ち、理解してもらえたようです。

・ 砂防について、地元の方に知らせる重要性を再

認識できた。

「カワゲラウォッチング」

川の中に入って、水生生物を観察しました。

「カワゲラウォッチング」

水生生物を捕獲し、記録しました。

「砂防について」

屋外にて、パネルを使って砂防の紹介をしました。
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報 告 様 式 ① 土木事務所名 （ 下呂 土木事務所 ）

土木事務所担当者名 後藤 智之 内線 322

支 援 学 校 名 下呂市立中原小学校 Tel． 0576-55-0010

担 当 教 員 名 早川先生

対 象 学 年 4年生 8名

年月 タイムテーブル 学校以外の連携機関

22/ 4

5

6

7

8

9

10

11

12

23/1

2

3

◆ 6 月 7 日（月）

「下呂市環境課と打合せ」

市環境課のカワゲラウォッチング実施計画表により、土

木との共催を依頼する。

◆ 7月 7日（水）

「門和佐川 カワゲラウオッチング・砂防事業説明実施」

【機関・団体名】

・ 下呂市環境課

【連携内容】
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報 告 様 式 ② 土木事務所名 （ 下呂 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 氏 名 後藤 智之 内 線 322

支援校名 下呂市立中原小学校 担当教員名 早川先生 対象学年 4年生

【事例概要】

7月7日（水） 13:00～14:30

「カワゲラウォッチング」

門和佐川で実施

◆同日 14:30～14:50

｢砂防について｣

パネルを使い砂防事業について説明

「河川水難事故防止について」

川で遊ぶ際についての注意点について説明

【工夫した点、苦労した点】

・ パネルを作成し、屋外でできるようにした。

・ パネルに絵を多く使い、わかりやすくした。

【子供達の反応】

・ カワゲラウォッチングでは、きれいな水と少し汚れ

た水に生息する生物の両方が確認され、生活排

水の影響について説明を聞いていた。

・ 土砂災害の危険性や避難の方法について真剣に

聞きいていた。

【学校関係者からの意見】

・ 身近な川の生物について子供達が興味を持てて

よかった。

・ 砂防については、少し内容が難しいようでした。

【今後の課題・課題への提案】

・ パネルのみの説明では、内容的に子供たちに理

解してもらうのは難しいため、模型を使うなどの工

夫が必要と思われる。

【担当者として得たもの】

・ 身近な川の環境と生活のつながりについて、興味

を持っていただけた。

・ 土砂災害の危険性について知って頂くことが重要

であると感じた。

「カワゲラウォッチング」

水生生物を捕獲・観察しました。

「カワゲラウォッチング」

水生生物を捕獲・分類し、水質がきれいか考察しまし

た。

「砂防について」

パネルを使用して砂防事業や避難の方法について

説明しました。
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報 告 様 式 ① 土木事務所名 （ 下呂 土木事務所 ）

土木事務所担当者名 宇田 将隆 内線 323

支 援 学 校 名 下呂市立菅田小学校 Tel． 0576-33-2006

担 当 教 員 名 長瀬先生

対 象 学 年 5～6年生 12 名

年月 タイムテーブル 学校以外の連携機関

22/ 4

5

6

7

8

9

10

11

12

23/1

2

3

◆ 6 月 7 日（月）

「下呂市環境課と打合せ」

市環境課のカワゲラウォッチング実施計画表により、土

木との共催を依頼する。

◆ 7月 5日（月）

「菅田川 カワゲラウオッチング・砂防事業説明実施」

【機関・団体名】

・ 下呂市環境課

【連携内容】
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報 告 様 式 ② 土木事務所名 （ 下呂 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 氏 名 宇田 将隆 内 線 323

支援校名 下呂市立菅田小学校 担当教員名 長瀬先生 対象学年 5～6年生

【事例概要】

7月5日（月） 10:30～11:00

「カワゲラウォッチング」

菅田川で実施

◆同日 11:00～11:30

｢砂防について｣

パネルを使い砂防事業について説明

「河川水難事故防止について」

川で遊ぶ際についての注意点について説明

【工夫した点、苦労した点】

・ パネルを作成し、屋外でできるようにした。

・ パネルに絵を多く使い、目で見てわかるようにし

た。

【子供達の反応】

・ カワゲラウォッチングでは、多くの水生生物が川

の中に棲んでいることを知り、また山之口川がき

れいな川であることを認識できた様子であった。

・ 土石流の危険性やどのような場所が危険なのか

真剣に聞きいていた。

・ また、家が川の近くにある子供もいたらしく、危険

であることを認識してもらえた。

【学校関係者からの意見】

・ 普段遊んでいる川に棲んでいる生物について子

供達が興味を持ててよかった。

・ パネルでの説明だけは、こども達が理解するのは

難しいようです。

【今後の課題・課題への提案】

・ パネルのみの説明では、子供たちに理解してもら

うのは難しいため、模型等使い、河川・砂防につ

いて紹介するとより理解が深まると思う。

【担当者として得たもの】

・ 川の環境について、捕まえた虫をとおして子供達

が興味を持ち、理解してもらえたようです。

・ 砂防について、地元の方に知らせる重要性を再

認識できた。

「カワゲラウォッチング」

川の中に入って、水生生物を観察しました。

「カワゲラウォッチング」

水生生物を捕獲し、記録しました。

「砂防について」

屋外にて、パネルを使って砂防の紹介をしました。
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報 告 様 式 ① 土木事務所名 （ 下呂 土木事務所 ）

土木事務所担当者名 宇田 将隆 内線 323

支 援 学 校 名 下呂市立尾崎小学校 Tel． 0576-55-0010

担 当 教 員 名 河田先生

対 象 学 年 4年生 21 名

年月 タイムテーブル 学校以外の連携機関

22/ 4

5

6

7

8

9

10

11

12

23/1

2

3

◆ 6 月 7 日（月）

「下呂市環境課と打合せ」

市環境課のカワゲラウォッチング実施計画表により、土

木との共催を依頼する。

◆ 6月 24 日（木）

「山之口川 カワゲラウオッチング・砂防事業説明実施」

【機関・団体名】

・ 下呂市環境課

【連携内容】
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報 告 様 式 ② 土木事務所名 （ 下呂 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 氏 名 宇田 将隆 内 線 323

支援校名 下呂市立尾崎小学校 担当教員名 河田先生 対象学年 4年生

【事例概要】

6月24 日（木） 13:00～14:30

「カワゲラウォッチング」

山之口川で実施

◆同日 14:30～14:50

｢砂防について｣

パネルを使い砂防事業について説明

「河川水難事故防止について」

川で遊ぶ際についての注意点について説明

【工夫した点、苦労した点】

・ パネルを作成し、屋外でできるようにした。

・ パネルに絵を多く使い、目で見てわかるようにし

た。

【子供達の反応】

・ カワゲラウォッチングでは、多くの水生生物が川

の中に棲んでいることを知り、また山之口川がき

れいな川であることを認識できた様子であった。

・ 土石流の危険性やどのような場所が危険なのか

真剣に聞きいていた。

・ また、家が川の近くにある子供もいたらしく、危険

であることを認識してもらえた。

【学校関係者からの意見】

・ 普段遊んでいる川に棲んでいる生物について子

供達が興味を持ててよかった。

・ パネルでの説明だけは、こども達が理解するのは

難しいようです。

【今後の課題・課題への提案】

・ パネルのみの説明では、子供たちに理解してもら

うのは難しいため、模型等使い、河川・砂防につ

いて紹介するとより理解が深まると思う。

【担当者として得たもの】

・ 川の環境について、捕まえた虫をとおして子供達

が興味を持ち、理解してもらえたようです。

・ 砂防について、地元の方に知らせる重要性を再

認識できた。

「カワゲラウォッチング」

川の中に入って、水生生物を観察しました。

「カワゲラウォッチング」

水生生物を捕獲し、記録しました。

「砂防について」

屋外にて、パネルを使って砂防の紹介をしました。
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報 告 様 式 ① 土木事務所名 （ 下呂 土木事務所 ）

土木事務所担当者名 大坪 和裕 内線 322

支 援 学 校 名 下呂市立馬瀬小学校、馬瀬中学校 Tel． 0576-47-2111

担 当 教 員 名 下呂市主催

対 象 学 年 小学 1年生～中学 3年生 12 名

年月 タイムテーブル 学校以外の連携機関

22/ 4

5

6

7

8

9

10

11

12

23/1

2

3

◆ 6 月 7 日（月）

「下呂市環境課と打合せ」

市環境課のカワゲラウォッチング実施計画表により、土

木との共催を依頼する。

◆ 7月 28 日（水）

「馬瀬川 カワゲラウオッチング・砂防事業説明実施」

【機関・団体名】

・ 下呂市環境課

【連携内容】
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報 告 様 式 ② 土木事務所名 （ 下呂 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 氏 名 大坪 和裕 内 線 322

支援校名 下呂市立馬瀬小学校、馬瀬中学校 担当教員名 （下呂市） 対象学年 小学 1年生～
中学 3年生

【事例概要】

7月28 日（水） 9:00～11:30

「カワゲラウォッチング」

馬瀬川で実施

◆同日 11:30～11:50

｢砂防について｣

パネルを使い砂防事業について説明

「河川水難事故防止について」

川で遊ぶ際についての注意点について説明

【工夫した点、苦労した点】

・ パネルを作成し、屋外でできるようにした。

・ パネルに絵を多く使い、目で見てわかるようにし

た。

【子供達の反応】

・ カワゲラウォッチングではカワゲラ、カゲロウ類な

ど、きれいな水に生息する生物が確認され、水質

の良さを実感していた。

・ 土砂災害の危険性について真剣に聞きいてい

た。

・ 身近なところに土砂災害の危険箇所があることを

認識してもらえた。

・

【学校関係者からの意見】

・ 子供たちに身近な川に生息している生物について

興味を持ってもらえた。

・ パネルでの説明だけは、こども達が理解するのは

難しいようです。

【今後の課題・課題への提案】

・ 砂防について、パネルのみの説明では全て理解

してもらうのが難しいようでした。模型等使って紹

介すると、より理解が深まると思う。

【担当者として得たもの】

・ 川の環境について、捕まえた虫をとおして子供達

が興味を持ち、理解してもらえたようです。

・ 砂防について、地元の方に知らせる重要性を再

認識できた。

「カワゲラウォッチング」

川の中に入って、水生生物を観察しました。

「カワゲラウォッチング」

水生生物を捕獲し、記録しました。

「砂防について」

屋外にて、パネルを使って砂防の紹介をしました。
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報 告 様 式 ① 土木事務所名 （ 高山 土木事務所 ）

土木事務所担当者名 高島 明 内線 382

支 援 学 校 名 高山市立清見小学校 Tel． 0577-68-2116

担 当 教 員 名 川上先生

対 象 学 年 3～4年生 52 名

年月 タイムテーブル 学校以外の連携機関

22/ 5

7

8

9

10

11

12

23/1

2

3

高山市役所（生活環境課）をとおして高山市の小学校で

自然について総合学習をする学校がないか探してもらう。

総合学習についてカワゲラウォッチングを実施する小学

校があるため、同時間に砂防についても学習できるか検

討。

高山市立清見小学校でカワゲラウォッチング及び砂防に

ついて総合学習を行うことを決定。

7 月 1 日（木）

総合学習を行う。

【機関・団体名】

①高山市役所

②飛騨振興局

【連携内容】

①開催小学校の決定

②道具手配

カワゲラウォッチング説

明
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報 告 様 式 ② 土木事務所名 （ 高山 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 氏 名 高島 明 内 線 382

支援校名 高山市立清見小学校 担当教員名 川上先生 対象学年 3～4年生

【事例概要】

7月1日（木） 9:30～11:00 総合学習

学習場所：高山市清見町福寄 中ノ島公園（川上川）

「カワゲラウォッチング」

「土砂災害の危険について」

【工夫した点、苦労した点】

実際に高山市で起きた災害の状況写真を見せるこ

とによって自分達の住んでいる街の付近で発生したと

いうことをわかってもらい、災害を身近に感じてもらう

ようにしました。

川の流れが速く脚を取られる心配がある箇所はスタ

ッフがよく注意して安全に行いました。

【子供達の反応】

土砂災害について災害写真を見せたとき、自分達

の住んでいる街の付近で起きた災害ということで興味

を持っていました。

普段見かけている標識（土石流危険渓流）が、どう

いうものかわかった様子でした。

災害が起きた場合の心構えや大雨が降ったときは

危険な場所に近づかないことなど分かってもらえたと

思います。

カワゲラウォッチングでは、水生生物を捕まえること

にみんなが積極的に参加できていました。

また、川上川はきれいな水に住む生物が多く川とし

てはきれいな分類であることが確認出来たようです。

【今後の課題・課題への提案】

砂防という言葉は普段聞き慣れない言葉なので、も

っと写真などを増やし事例を多く見せてわかってもらう

必要があります。

【担当者として】

子供達も川や災害について考えるきっかけになった

のではないかと思います。

いざというときのための準備や普段から雨などに注

意してくれることを期待しています。

子供達に教えるという経験はなかなかできないため

良い経験になりました。

＜説明風景＞

パネルを使って説明をしました。みんな真剣に聞いて

くれました。

土砂災害被害の様子を説明

カワゲラウォッチングの様子

水生生物を観察して

いる様子
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報 告 様 式 ① 土木事務所名 （ 高山 土木事務所 ）

土木事務所担当者名 高島 明 内線 382

支 援 学 校 名 高山市立南小学校 Tel． 0577-32-0013

担 当 教 員 名 森本先生

対 象 学 年 4年生 86 名

年月 タイムテーブル 学校以外の連携機関

22/ 5

7

8

9

10

11

12

23/1

2

3

高山市役所（生活環境課）をとおして高山市の小学校で

自然について総合学習をする学校がないか探してもらう。

総合学習についてカワゲラウォッチングを実施する小学

校があるため、同時間に河川についても学習できるか検

討。

高山市立南小学校でカワゲラウォッチング及び河川につ

いて総合学習を行うことを決定。

7 月 5 日（月）

総合学習を行う。

【機関・団体名】

①高山市役所

②飛騨振興局

【連携内容】

①開催小学校の決定

②道具手配

カワゲラウォッチング説

明
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報 告 様 式 ② 土木事務所名 （ 高山 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 氏 名 高島 明 内 線 382

支援校名 高山市立南小学校 担当教員名 森本先生 対象学年 4年生

【事例概要】

7月5日（月） 9:00～11:00 総合学習

学習場所：高山市岡本町1丁目 岡本橋付近（苔川）

「カワゲラウォッチング」

「河川の危険について」

【工夫した点、苦労した点】

校区内にある河川標識の写真を使って説明するな

ど身近に感じてもらうように工夫しました。

難しい言葉など使わないようにしました。

図鑑に載っていない水生生物がいたため判別が難

しかったです。

【子供達の反応】

暑い中でしたが、真剣に話を聞いていました。

「災害に対する備え」についての話も理解できてい

たようです。

カワゲラウォッチングでは班ごとに協力し、水生生

物を捕まえたり数えたりすることができていました。

ヒルなどあまり見た目の良くない生物も捕まえること

ができていました。

また、苔川は汚い水に住む生物もいますが、きれい

な水に住む生物も生息しいて川としてはきれいな分類

になることが確認出来たようです。

【学校関係者からの意見】

学校の先生ではない人から教えてもらうことは印象

に残りやすく、生徒が吸収しやすくてよいです。

【今後の課題・課題への提案】

川の流れる音に説明の声がかき消されるため、一番

後ろの生徒まで聞き取れるようにする工夫が必要で

す。

【担当者として】

子供達が川や災害について考えるきっかけになっ

たのではないかと思います。大人では気づかないよう

な子供の視点で気づくこともあるようなので勉強になり

ました。

＜説明風景＞

「河川の危険」についてパネルを使って説明

カワゲラウォッチングの様子

水生生物を観察している様子

水生生物の数を発表

している様子
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報 告 様 式 ① 土木事務所名 （ 高山 土木事務所 ）

土木事務所担当者名 高島 明 内線 382

支 援 学 校 名 高山市立北小学校 Tel． 0577-32-0545

担 当 教 員 名 東先生

対 象 学 年 4年生 121 名

年月 タイムテーブル 学校以外の連携機関

22/ 5

7

8

9

10

11

12

23/1

2

3

高山市役所（生活環境課）をとおして高山市の小学校で

自然について総合学習をする学校がないか探してもらう。

総合学習についてカワゲラウォッチングを実施する小学

校があるため、同時間に河川についても学習できるか検

討。

高山市立北小学校でカワゲラウォッチング及び河川につ

いて総合学習を行うことを決定。

7 月 9 日（金）

総合学習を行う。

【機関・団体名】

①高山市役所

②飛騨振興局

【連携内容】

①開催小学校の決定

②道具手配

カワゲラウォッチング説

明
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報 告 様 式 ② 土木事務所名 （ 高山 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 氏 名 高島 明 内 線 382

支援校名 高山市立北小学校 担当教員名 東先生 対象学年 4年生

【事例概要】

7月9日（金） 14:10～15:40 総合学習

学習場所：高山市桐生町1丁目 万人橋付近（宮川）

「カワゲラウォッチング」

「河川の危険について」

【工夫した点、苦労した点】

人数が多いことからパネルが遠かったり反射したり

して見えないため、パネルを持って移動したり繰り返し

説明し理解してもらおうとしました。

川の水深が深い場所はスタッフが注意するなど、近

寄らせないようにしました。

【子供達の反応】

晴れた日の川と大雨の日の川の違いについて写真

を見せて説明しましたが、同じ河川であることに驚い

ている様子でした。

大雨が降ったあとは河川に近づかないようにするこ

とが分かってもらえたと思います。

カワゲラウォッチングでは、事前に勉強してきている

ようで理解が出来ている様子でした。網などを使い水

生生物をうまく捕まえることができていました。

また、宮川は汚い水に住む生物もいますが、きれい

な水に住む生物も生息していて川としてはきれいな分

類になることが確認出来たようです。

【今後の課題・課題への提案】

河川は子供たちが遊んでいたり、親しみがあるため

危険性をもっと理解してもらう必要があります。

水生生物の判別に苦労するため事前により多くの生

物を調べておく必要があります。

【担当者として】

子供達が川について考えるきっかけになったので

はないかと思います。

身近にある川が汚れていることは、いけないことだ

と思ってもらえたので、これからも川を汚さないように

気をつけてもらえるのではないかと思います。

＜説明風景＞

「河川の危険」についてパネルを使って説明

カワゲラウォッチングを説明

カワゲラウォッチングの様子

水生生物を観察して

いる様子
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報 告 様 式 ① 土木事務所名 （ 古川 土木事務所 ）

土木事務所担当者名 葛口 利貴 内線 263

支 援 学 校 名 飛騨市立古川西小学校 Tel． 0577-73-2229

担 当 教 員 名 田中先生・酒井先生・北原先生

対 象 学 年 4年生 57 名

年月 タイムテーブル 学校以外の連携機関

22/ 4

5

6

7

8

9

10

11

12

6 月 14 日（月） 担当教員と学習内容の打ち合わせ

7月 2日（金） 15：00～15：45

学習場所：飛騨市立古川西小学校特別活動教室

学習内容：パックテストの原理と使い方

7月 8日（木） 9：30～10：30

学習場所：宮川河川敷

学習内容：パックテストによる宮川の水質評価

【機関・団体名】

【連携内容】
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報 告 様 式 ② 土木事務所名 （ 古川 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 河川砂防担当 氏 名 葛口 利貴 内 線 263

支援校名 飛騨市立古川西小学校 担当教員名 田中・酒井・北原先生 対象学年 4年生

【事例概要】

日時：7月8 日（木）9:30～10:30

場所：古川西小学校（宮川河川敷）

内容： 水質調査（パックテスト）

対象の４年生は「環境」をテーマに総合学習を実施し

ており、「川の水の汚れ」について学習している。本事

例では、学校に隣接した宮川において、川の水の汚

れ具合を判断しその原因や対策を考えるという流れ

のうち、汚れの判断指標の一つとしてパックテストを用

いた宮川の水質評価を行った。土木事務所職員は、

パックテスト資材の提供を含んだ事前準備及び当日

の安全確保や試験の補助を行った。

【工夫した点、苦労した点】

・事前に授業を行い、生徒にパックテストの結果と水

質の関係を理解してもらえるよう配慮した。

・試薬は一人に一つずつ配布し、各自で採水するなど

自分で考えて結論を出せるようにした。

【子供達の反応】

・一人一つずつ試薬を配布したことにより、興味を持っ

て試験を行っていた。

・パックテストの結果について児童同士で話し合い、結

果の考察を行っていた。

【学校関係者からの意見】

・資材および人員等を提供していただき、非常にあり

がたい。学校単独では実施できない授業を実施する

ことができた。

【今後の課題・課題への提案】

・パックテストは採取する場所によって結果のばらつき

も大きく、結果をどう解釈するのかが難しい。

・パックテスト以外の水質項目と併せて水質評価を行

うことが必要であると感じた。

【担当者として得たもの】

・児童同士で興味深くパックテストの結果を話している

姿を見て、宮川の水質に対しての関心の高さを感じ

た。

・パックテストの練習 （7 月 2 日実施）

事前に水道水を用いてパックテストの練習を行った。

・判定時の状況

標準色シートと比較して概算COD値を判別する。

結果の判断に職員が助言を行った。

・結果についての総括

児童が行ったパックテストの結果をもとに職員が結果の総括

を行った。
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報 告 様 式 ① 土木事務所名 （ 古川 土木事務所 ）

土木事務所担当者名 葛口 利貴 内線 263

支 援 学 校 名 飛騨市立古川西小学校 Tel． 0577-73-2229

担 当 教 員 名 田中先生・酒井先生・北原先生

対 象 学 年 4年生 57 名

年月 タイムテーブル 学校以外の連携機関

22/ 4

5

6

7

8

9

10

11

12

6 月 14 日（月） 担当教員と学習内容の打ち合わせ

9月 8日（木） 14：00～14：40

学習場所：飛騨市立古川西小学校特別活動教室

学習内容：ヒメシロチョウに関する授業

9月 30 日（金）

学習場所：宮川堤防

学習内容：ヒメシロチョウの観察（カワゲラウォッチング実施

時に宮川堤防で短時間の観察を行った。）

【機関・団体名】

【連携内容】



115

報 告 様 式 ② 土木事務所名 （ 古川 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 河川砂防担当 氏 名 葛口 利貴 内 線 263

支援校名 飛騨市立古川西小学校 担当教員名 田中・酒井・北原先生 対象学年 4年生

【事例概要】

日時：9月8 日（木）14:00～14:40

場所：古川西小学校特別活動教室

内容：ヒメシロチョウに関する授業

飛騨市古川町下野地区（古川西小学校付近）の宮

川堤防には、環境省・岐阜県のﾚｯﾄﾞﾃﾞ ﾀーﾌﾞｯｸに記載さ

れている「ヒメシロチョウ」が生息している。全国的に個

体数を減らしており、岐阜県内でもこの地区にしか生

息していない。郷土の豊かな自然環境を実感してもら

うため、ヒメシロチョウの生態に関する授業を実施し

た。

土木事務所職員が現在の環境問題やヒメシロチョウ

の生態、またヒメシロチョウの餌となるツルフジバカマ

について教室内で授業を行った。

【工夫した点、苦労した点】

・事前授業では、ＰＰＴを用いヒメシロチョウや環境問

題について解説し、観察のポイントなどを説明した。

・郷土に素晴らしい自然環境が残っているということを

生徒に気がついてもらうために、身近な希少種であ

るヒメシロチョウを題材として取り上げた。

・ヒメシロチョウやツルフジバカマの特定に苦労した。

【子供達の反応】

・当初予定していた現地観察が降雨により実施でき

ず、後日に短時間の観察しか行えなかった。外に出

ての観察が行えないことを残念がる児童がみられ

た。

【今後の課題・課題への提案】

・ヒメシロチョウは季節・天候等によっては観察できな

い場合があるため、実施日の設定に注意する必要

がある。

【担当者として得たもの】

・児童と一緒にヒメシロチョウやツルフジバカマの観察

を行い、地域の貴重な自然環境についいて再認識し

た。

・ヒメシロチョ ウ説明パネル

観察会の前にヒメシロチョ ウとツルフジバカマが認識できるよ

うにしておいた。

・観察会前の説明状況

PPTを用いてヒメシロチョ ウの生態や特徴などを説明

・現地でのヒメシロチョ ウ観察 （9 月 30 日実施）

当日は残念ながらヒメシロチョ ウは確認できず、ヒメシロチョ ウ

の餌であるツルフジバカマのみ確認できた。
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報 告 様 式 ① 土木事務所名 （ 古川 土木事務所 ）

土木事務所担当者名 葛口 利貴 内線 263

支 援 学 校 名 飛騨市立古川西小学校 Tel． 0577-73-2229

担 当 教 員 名 田中先生・酒井先生・北原先生

対 象 学 年 4年生 57 名

年月 タイムテーブル 学校以外の連携機関

22/ 4

5

6

7

8

9

10

11

12

6 月 14 日（月）担当教員と学習内容の打ち合わせ

7月 2日（金） 15：00～15：45

学習場所：飛騨市立古川西小学校特別活動教室

学習内容：カワゲラウォッチングによる水質評価

9月 30 日（金） 9：30～11：20

学習場所：宮川河川敷

学習内容：カワゲラウォッチング

【機関・団体名】

【連携内容】
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報 告 様 式 ② 土木事務所名 （ 古川 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 河川砂防担当 氏 名 葛口 利貴 内 線 263

支援校名 飛騨市立古川西小学校 担当教員名 田中・酒井・北原先生 対象学年 4年生

【事例概要】

日時：9月 30日（木）9:30～11:20

場所：古川西小学校（宮川河川敷）

内容： 水質調査（カワゲラウォッチング）

対象の４年生は「環境」をテーマに総合学習を実施し

ており、「川の水の汚れ」について学習している。本事

例では、学校に隣接した宮川において、川の水の汚

れ具合を判断しその原因や対策を考えるという流れ

のうち、汚れの判断指標の一つとしてカワゲラウォッ

チングを実施したものである。

土木事務所職員は、事前に座学によるカワゲラウォ

ッチングの説明、当日の河川内での生物捕獲作業の

補助及び安全確保を担当した。

【工夫した点、苦労した点】

・事前に授業を行い、カワゲラウォッチングの意味を理

解してもらえるよう配慮した。

・児童のみでも生物の特定が行えるように特定用の資

料を配布した。

【子供達の反応】

・積極的に授業に参加し、様々な生物を採取すること

に夢中であった。

・採取した生物に対して、“何という名前の生物か”

“どのような水質の場所にすんでいるのか”等の活発

な質問が多数出された。

【学校関係者からの意見】

・資材および人員等を提供していただき、非常にあり

がたい。学校単独では実施できない授業を実施する

ことができた。

【今後の課題・課題への提案】

・降雨の影響で予定していた実施日に実施できないこ

とがあった。多少の降雨があっても実施が可能な場

所の選定が必要であると感じた。

【担当者として得たもの】

・採取された生物に対して様々な質問があり、児童の

生物に対する興味の高さを感じた。

授業の様子 （7 月 2 日実施）

カワゲラウォッチングの結果と水質の関係に関する事前の授

業を行った。

・採取の様子

職員が河川内から採取した石を用いて、児童が生物の採取を

行った。

・観察の様子

生物の特定は事前に配布した資料をもとに行った。特定に関

しては職員が助言を行った。
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報 告 様 式 ① 土木事務所名 （ 古川 土木事務所 ）

土木事務所担当者名 葛口 利貴 内線 263

支 援 学 校 名 飛騨市立古川西小学校 Tel． 0577-73-2229

担 当 教 員 名 田中先生・酒井先生・北原先生

対 象 学 年 4年生 57 名

年月 タイムテーブル 学校以外の連携機関

22/ 4

5

6

7

8

9

10

11

12

10 月 7 日（木）担当教員と学習内容の打ち合わせ

10 月 29 日（金） 15：00～15：45

学習場所：飛騨市立古川西小学校特別活動教室

学習内容：①これまでの学習内容のまとめ

②環境と開発について

【機関・団体名】

【連携内容】
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報 告 様 式 ② 土木事務所名 （ 古川 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 河川砂防担当 氏 名 葛口 利貴 内 線 263

支援校名 飛騨市立古川西小学校 担当教員名 田中・酒井・北原先生 対象学年 4年生

【事例概要】

日時：10月29日（金）15:00～15:45

場所：古川西小学校特別活動教室

内容：①これまでの学習内容のまとめ

②環境と開発について

これまでに行ってきたパックテスト・カワゲラウォッチ

ング・ヒメシロチョウ観察の結果を総合し宮川周辺の

環境に関する総評を行った。

河川・砂防工事等の土木事務所が行う事業につい

ても説明を行い、これらの工事が自然環境に与える影

響についての説明も行った。

【工夫した点、苦労した点】

・児童に理解してもらえるように分かりやすい言葉で

の説明を心がけた。

・児童に土木事務所の事業が必ずしも自然環境に対

して良い影響を与えないということ、その上で自然環

境に配慮した工法を採用しているということを理解し

てもらうことに苦労した。

【子供達の反応】

・宮川周辺の自然環境について理解できたという意見

を児童よりもらった。

・河川・砂防工事が自然環境に与える影響について

は、どのようにすればその影響が小さくなるのかとい

う質問が多数出された。

【学校関係者からの意見】

・今年度実施した総合学習は学校単独で実施すること

は難しく、来年度以降も実施してもらいたい。

【今後の課題・課題への提案】

・授業の後半になると集中が切れてしまう児童がみら

れた。座学のみの授業ではいかに児童を授業に参

加させるかが重要であると感じた

【担当者として得たもの】

・分かりやすい資料作りおよび話し方等を身につける

必要性を感じた

・授業の様子

・授業の様子

・授業の様子

授業の最後に質問時間を設けた。鋭い質問が多数

出された。
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報 告 様 式 ③ 土木事務所名 （ 古川 土木事務所 ）

所 属 河川砂防課 河川砂防担当 氏 名 葛口 利貴 内 線 263

支援校名 飛騨市立古川西小学校 担当教員名 田中・酒井・北原先生 対象学年 4年生

【新聞記事等】

児童の皆さんからお礼のお手紙をいただきました。



１２１

岐岐 阜阜 県県 管管 内内 図図
平成２３年３月３１日現在

支援窓口一覧

支 援 窓 口 一 覧 表

※美濃土木事務所は、平成２３年４月１日より、中濃農林事務所と統合し、「中濃基盤整備事務所（仮称）」となる予定。

(長良川上流河川開発工事事務所)

宮川上流河川開発工事事務所

(※)



１２２

※美濃土木事務所は、平成２３年４月１日より、中濃農林事務所と統合し、「中濃基盤整備事務所（仮称）」となる予定。

平成２３年３月３１日現在
TEL

FAX

河川砂防課

河川第一担当

河川砂防課

河川第二担当

河川砂防課

砂防担当

河川砂防課

河川担当

河川砂防課

砂防担当

河川砂防課 0585-23-1111

河川砂防担当 0585-23-1105

河川砂防課 0574-25-3111

河川砂防担当 0574-25-0355

河川砂防課 0572-23-1111

河川砂防担当 0572-25-7224

河川砂防課

河川担当

河川砂防課

砂防担当

河川砂防課 0576-52-3111

河川砂防担当 0576-52-1948

河川砂防担当

所在地

県土整備部 砂防課

058-272-1111

県下全域
〒500-8570
岐阜市薮田南２－１－１

岐阜県庁内

課、担当

058-278-2753

058-272-1111

河川砂防課

河川砂防担当

河川砂防課

河川砂防担当

0584-73-1111

所管市町村名

河川課県土整備部

058-264-1111

0584-82-4960

058-278-2755

県下全域

所属

郡上土木事務所

関市、美濃市

0575-33-4011

0575-33-4901

岐阜土木事務所

大垣土木事務所

揖斐土木事務所

美濃土木事務所

（※） 

058-264-8087

河川砂防課

古川土木事務所

高山土木事務所

下呂土木事務所

恵那土木事務所

揖斐川町、大野町、池田町

郡上市

多治見市、土岐市、瑞浪市

中津川市、恵那市

0575-67-1111

0575-65-4966

〒501-4292

郡上市八幡町初音 1727-2
郡上総合庁舎内

〒505-8508

美濃加茂市古井町下古井
2610-1

可茂総合庁舎内

多治見土木事務所

可茂土木事務所

0577-73-3346

0577-73-2911

0577-33-1086

0577-33-1111

0573-26-1111

0572-26-0417

〒509-2592
下呂市萩原町羽根 2605-1

下呂総合庁舎内

〒506-8688
高山市上岡本町 7-468

飛騨総合庁舎内

下呂市

高山市(旧国府町、上宝村を除く）、白川村

飛騨市、高山市（旧国府町、上宝村）

〒500-8570

岐阜市薮田南２－１－１
岐阜県庁内

〒500-8708
岐阜市司町１

岐阜総合庁舎内

〒503-0838

大垣市江崎町 422-3

西濃総合庁舎内

〒501-0603

揖斐郡揖斐川町上南方 1-1
揖斐総合庁舎内

〒501-3756 美濃市生櫛

1612-2
中濃総合庁舎内

河川砂防課

河川砂防担当

〒509-4263
飛騨市古川町上野 617-1

岐阜市(北部)、山県市、瑞穂市、本巣市、北方町

岐阜市(南部)、羽島市、各務原市、岐南町、笠松町

岐阜市、羽島市、各務原市、山県市、瑞穂市、本巣市、
岐南町、笠松町、北方町

大垣市、垂井町、関ヶ原町、神戸町、安八町、輪之内

町、海津市、養老町

美濃加茂市、可児市、坂祝町、富加町、川辺町、七宗

町、八百津町、白川町、東白川村、御嵩町

〒507-8708

多治見市上野町 5-68-1
東濃西部総合庁舎内

〒509-7203

恵那市長島町正家後田 1067-
71

恵那総合庁舎内
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